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◉
研
究
ノ
ー
ト

は
じ
め
に

年
代
記
は
、「
歴
史
上
の
事
件
を
年
代
順
に
記
録
し
た
も
の
」（『
日
本
国
語
大
辞

典
』）
で
、
国
家
事
業
と
し
て
の
六
国
史
や
私
的
な
史
書
な
ど
古
代
か
ら
多
く
の
年

代
記
が
編
ま
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
江
戸
時
代
に
は
、
商
品
と
し
て
多
種
多
様
の

年
代
記
が
出
版
さ
れ
た
。
本
稿
は
、
そ
の
中
で
も
歴
史
事
象
を
挿
絵
に
し
た
、
い

わ
ゆ
る
「
絵
入
年
代
記
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

筆
者
は
、
前
稿
「
可
視
化
す
る
日
本
史
」 （
１
）
で
、
江
戸
時
代
の
年
代
記
に
関
す

る
研
究
史
と
絵
入
年
代
記
に
着
目
す
る
意
義
に
つ
い
て
言
及
し
た
。「
簡
便
に
仕
立

て
た
年
表
」
で
あ
る
年
代
記
に
関
し
て
は
、「
歴
史
的
学
問
、
教
養
に
資
す
る
と
こ

ろ
に
あ
」
り
、「
江
戸
と
い
う
時
代
の
知
の
あ
り
か
た
を
象
徴
す
る
出
版
物
」
と
い

う
、
鈴
木
俊
幸
に
よ
る
位
置
付
け
が
あ
る （
２
）。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
筆
者
は
前
稿

で
、
絵
入
年
代
記
は
、
挿
絵
と
い
う
視
覚
情
報
か
ら
歴
史
を
把
握
す
る
こ
と
を
可

能
と
し
、
ま
た
子
女
向
け
に
編
ん
だ
と
い
う
目
的
か
ら
、
日
本
史
を
知
る
「
入
口
」、

あ
る
い
は
「
参
照
系
」
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
た
も
の
と
位
置
付
け
た
。
そ
し
て
、

絵
入
年
代
記
の
内
容
は
、
現
代
か
ら
見
れ
ば
史
実
と
虚
構
が
混
同
し
た
も
の
で
あ

る
が
、
当
時
の
通
俗
・
教
養
レ
ベ
ル
に
お
け
る
日
本
史
像
、
言
い
換
え
れ
ば
、
当

時
の
歴
史
の
捉
え
方
を
具
体
的
に
表
す
も
の
と
し
て
、
内
容
の
詳
細
な
分
析
の
必

要
性
を
主
張
し
た
。

前
稿
で
は
、
三
種
の
絵
入
年
代
記
を
使
っ
て
内
容
の
検
討
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、

他
の
絵
入
年
代
記
類
の
調
査
を
行
い
、
そ
の
内
容
か
ら
大
き
く
四
つ
の
種
類
に
分

類
・
整
理
し
た
。
本
稿
で
は
、
絵
入
年
代
記
の
現
状
に
お
け
る
分
類
と
、
そ
の
分

類
に
基
づ
い
た
内
容
分
析
を
目
的
と
し
て
い
る
。

な
お
、
本
稿
で
検
討
す
る
絵
入
年
代
記
は
、
江
戸
時
代
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
の

う
ち
、
現
存
最
古
と
さ
れ
る
元
禄
五
年
版
『
新
補
倭
年
代
皇
紀
絵
章
』
と
そ
の
増

補
版
、
ま
た
挿
絵
の
図
像
が
類
似
す
る
作
品
群
に
限
定
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
こ

れ
ら
が
十
七
世
紀
末
に
刊
行
さ
れ
て
以
降
、
十
九
世
紀
ま
で
何
度
も
増
補
再
版
さ

れ
た
よ
う
に
、
絵
入
年
代
記
の
定
型
だ
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

第
一
章
　
絵
入
年
代
記
の
分
類

本
章
で
は
、
本
稿
で
扱
う
絵
入
年
代
記
を
分
類
す
る
。
今
回
取
り
上
げ
る
絵
入

年
代
記
は
、
基
本
的
に
い
ず
れ
も
上
部
に
挿
絵
、
下
部
に
天
皇
の
治
世
ご
と
に
ま

と
め
ら
れ
た
年
表
記
事
で
構
成
し
て
い
る
。
挿
絵
に
も
簡
単
な
説
明
が
ほ
ぼ
付
い

て
い
る
（
年
表
記
事
と
挿
絵
の
丁
が
異
な
る
場
合
も
あ
り
）。

絵
入
年
代
記
考�

木
場
　
貴
俊
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①
『
新
補
倭
年
代
皇
紀
絵
章
』

本
書
の
書
誌
的
情
報
や
刊
行
時
期
に
つ
い
て
は
、
最
近
公
表
さ
れ
た
杉
本
和
寛

の
論
文
に
詳
し
い （
３
）。
杉
本
に
よ
れ
ば
、
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
版
が
現
存
最

古
の
版
で
、
外
題
は
『
増
補
年
代
記
絵
抄
』、
内
題
が
「
新
補
倭
年
代
皇
紀
絵
章
」

で
あ
る
。
杉
本
推
定
の
元
禄
七
年
版
を
除
け
ば
、
次
に
再
版
さ
れ
た
の
は
、
延
享

三
年
（
一
七
四
六
）
版
で
約
五
〇
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
、
宝
暦
二
年
（
一

七
五
二
）、
同
十
年
、
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）、
同
七
年
、
安
永
二
年
（
一
七
七

三
）、
同
五
年
、
同
八
年
、
天
明
元
年
（
一
七
八
一
）
版
の
も
の
が
確
認
さ
れ
て
い

る
（
外
題
は
『
年
代
記
絵
抄
』『
年
代
記
大
絵
抄
』
な
ど
）。
年
代
記
と
い
う
性
格

ゆ
え
に
、
刊
行
さ
れ
る
度
に
新
し
い
年
表
記
事
と
挿
絵
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。

最
古
の
元
禄
五
年
版 （
４
） 

は
、
七
巻
七
冊
（
う
ち
一
巻
は
附
録
）、
編
者
は
苗
村

丈
伯
で
、
序
文
も
「
三
径
」
こ
と
丈
伯
が
著
し
て
い
る
。
元
禄
五
年
刊
『
広
益
書

籍
目
録
』「
歴
代
幷
傳
記
」
に
は
、「
七　

新
板
年
代
記
絵
抄　

平
カ
ナ
／
苗
村
丈

伯
」
と
あ
る （
５
）。
苗
村
丈
伯
（
常
伯
・
艸
田
な
ど
と
も
）
は
、『
籠
耳
』『
徒
然
草

絵
抄
』『
世
話
用
文
章
』
な
ど
、
仮
名
草
子
や
字
書
、
実
用
書
な
ど
多
岐
に
わ
た
る

作
品
を
編
ん
で
い
る
。
本
書
は
、
凡
例
に
「
此
年
代
紀
幼
人
女
子
の
為
に
す
、
大

人
の
為
に
せ
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
子
女
向
け
の
日
本
史
入
門
書
と
し
て
編
ま
れ

た
も
の
で
あ
る （
６
）。
版
元
は
、
伏
見
屋
兵
左
衛
門
（
江
戸
日
本
橋
青
物
町
）・
伊

丹
屋
太
良
右
衛
門
（
大
坂
梶
木
町
）・
伊
賀
屋
久
兵
衛
（
京
御
幸
町
）・
吉
野
屋
次

郎
兵
衛
（
京
寺
町
）
で
、
吉
野
屋
は
『
女
重
宝
記
』
な
ど
丈
伯
の
著
書
を
出
し
て

い
る
。

各
巻
表
紙
に
は
、
主
要
な
出
来
事
を
見
出
し
に
し
た
副
題
簽
が
付
さ
れ
、
最
後

は
、
い
ず
れ
も
「
右
の
外
は
附
録
早
鑑
に
て
尋
引
ぬ
べ
し
（
引
た
づ
ぬ
べ
し
）」
で

終
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
「
附
録
早
鑑
」
は
、
序
と
凡
例
、
い
ろ
は
順
の
索
引
「
年

代
紀
早
鑑
」（
以
下
、
早
鑑
）
で
構
成
さ
れ
た
巻
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
天
皇
の

崩
御
年
に
「
元
禄
三
年
庚
午
迄
○
○
年
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
跋
文
に
は
、「
右
年

代
記
元
禄
五
年
壬
申
五
月
ま
で
の
事
も
ら
さ
ず
新
に
加
へ
記
す
者
也
」
と
あ
り
、

記
事
は
同
年
三
月
十
二
日
の
「
仁
和
寺　

法
親
王
灌
頂
御
年
廿
一
さ
い
」、
挿
絵
は

同
年
三
月
に
修
復
し
た
奈
良
東
大
寺
の
大
仏
開
眼
供
養
で
終
わ
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
延
享
三
年
版
以
降
は
、「
附
録
早
鑑
」
の
巻
が
な
く
な
り
、
巻
六
の
年

表
記
事
が
増
補
さ
れ
（
大
仏
開
眼
供
養
に
続
け
て
、
異
な
る
筆
跡
で
追
刻
）、
新
規

に
巻
七
が
作
成
さ
れ
る （
７
）。
巻
七
で
は
、
上
部
に
挿
絵
だ
け
で
な
く
、
補
足
の
年

表
記
事
が
記
さ
れ
て
い
く
。
ま
た
、
巻
一
に
は
、
新
た
に
一
丁
の
凡
例
と
、
見
開

き
で
伊
弉
諾
・
伊
弉
冉
の
図
が
載
る
。
延
享
三
年
版
の
版
元
は
、
吉
野
屋
藤
兵
衛

（
京
寺
町
通
二
條
下
ル
町
）
の
み
だ
が
、
安
永
八
年
版
は
、
須
原
屋
茂
兵
衛
（
江
戸

日
本
橋
南
一
丁
目
）・
吉
文
字
屋
市
兵
衛
（
大
坂
心
斎
橋
南
四
丁
目
）・
菊
屋
五
郎

兵
衛
（
京
油
小
路
通
六
角
下
ル
町
）、
天
明
元
年
版
は
、
美
濃
屋
治
右
衛
門
（
京
寺

町
錦
小
路
上
ル
）・
河
内
屋
喜
兵
衛
（
浪
花
心
斎
橋
南
太
郎
町
）
な
ど
、
何
度
も
板

木
が
移
動
し
て
い
る
。
天
皇
の
崩
御
年
は
、「
延
享
元
年
迄
○
○
年
」
に
変
更
さ

れ
、
天
明
元
年
版
ま
で
継
続
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

②
『
年
代
記
新
絵
抄
』

外
題
は
『
○
○
年
（
干
支
）
改
正　

年
代
記
新
絵
抄
』。
筆
者
が
確
認
で
き
た
最

古
の
も
の
は
宝
永
八
年
（
一
七
一
一
）
版
（
巻
一
の
み
）
で
、
他
に
は
、
正
徳
二
年

（
一
七
一
二
）
版
、
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
版
、
そ
し
て
筆
者
架
蔵
本
が
あ
る （
８
）。

五
巻
五
冊
で
、
巻
一
は
内
裏
図
・
世
界
人
相
図
幷
日
本
国
ヨ
リ
異
国
江
道
程
幷

判
形
図
・
大
日
本
国
万
国
図
・
年
号
用
字
・
十
干
十
二
支
・
帝
王
世
記
早
見
年

代
・
神
社
仏
閣
建
立
之
年
数
・
中
興
将
軍
治
世
実
録
（
副
題
簽
の
表
記
に
よ
る
。
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他
に
相
姓
書
判
・
仏
祖
幷
信
者
附リ

公
武
名
臣
略
年
数
が
載
る
）、
巻
二
～
五
は
内
題

「
新
板
増
益
年
代
皇
紀
」
の
絵
入
年
代
記
で
あ
る
。
筆
者
架
蔵
本
は
、
巻
一
～
三
ま

で
の
合
本
だ
が
、
享
保
二
年
版
の
中
興
将
軍
治
世
実
録
の
最
後
が
「
第
卅
七　

家

宣
公　

征
夷
大
将
軍
／
御
當
代
御
治
世
萬
萬
歳
」
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
架
蔵
本

で
は
次
代
の
家
継
、
そ
し
て
「
第
卅
九　

吉
宗
公　

征
夷
大
将
軍
／
御
當
代
御
治

世
萬
萬
歳
」
で
終
わ
っ
て
い
る
た
め
、
享
保
二
年
よ
り
後
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
版
元
は
、
正
徳
二
年
版
・
享
保
二
年
版
と
も
に
「
京
都　

出
雲
寺
蔵
板
／

江
戸
日
本
橋
南
一
町
目
同
店
」
で
あ
る
。

③
『
年
代
記
絵
抄
』

本
書
は
、
石
川
流
宣
が
手
が
け
た
も
の
で
、
現
在
確
認
で
き
た
も
の
は
、
早
稲

田
大
学
図
書
館
所
蔵
本
（
雲
英
末
雄
旧
蔵
書
、
以
下
、
早
稲
田
本
）
と
龍
谷
大
学

図
書
館
所
蔵
本
（
以
下
、
龍
谷
本
）
の
二
つ
で
あ
る
（
今
回
は
龍
谷
本
を
用
い
る
）。

早
稲
田
本
は
、
天
神
七
代
か
ら
五
五
代
文
徳
天
皇
ま
で
を
一
冊
に
し
た
も
の
で
、

手
書
き
の
題
簽
に
「
本
朝
年
代
記
絵
■
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
龍
谷
本
は
、
五
巻

五
冊
で
、
横
書
の
外
題
『
年
代
記
絵
抄
巻
○
』
の
下
部
に
各
巻
の
内
容
が
記
さ
れ

て
い
る
。
例
え
ば
巻
三
は
、

年
代
記
絵
抄
巻
三

第
三
十
三
代
従
崇
峻
天
皇
第
五
十
九
代
宇
多
天
皇
迄
帝
王
諸
臣
善
政
悪
政
万

事
始
祖
幷
治
乱
等
年
数
凡
三
百
十
年
実
録

と
、
天
皇
の
代
で
区
切
っ
て
い
る
。

巻
一
冒
頭
に
は
、「
踊
鶯
軒
」
こ
と
流
宣
の
序
が
載
る
。

夫
穐
津
例
は
一
器
の
中
に
摠
海
の
東
面
な
り
、
僅
な
る
小
嶋
な
れ
と
神
聖
の

生
る
州
な
れ
は
、
天
竺
震
旦
に
並
て
三
国
の
佳
名
た
り
、
神
祇
五
七
の
代
代

よ
り
も
人
皇
の
系
は
曲
ら
す
数
百
十
余
萬
萬
世
日
本
の
様
な
り
、
蓋
異
邦
刹

に
も
敬
す
へ
き
は
此
朝
な
ら
ん
、
故
に
旧
記
を
撰
改
し
て
画
に
識
し
め
、
愚

な
る
幼
稚
も
見
や
す
き
の
徳
を
喜
の
み

続
け
て
、
日
本
国
之
絵
図
・
武
将
軍
記
・
十
干
十
二
支
不
成
就
日
・
大
日
本
国
古

今
城
記
・
神
社
之
年
数
・
仏
閣
之
建
立
・
本
朝
帝
世
譜
・
諸
臣
名
家
命
数
・
仏
祖

幷
名
僧
・
武
家
名
臣
・
年
号
命
数
・
年
号
用
字
・
武
陽
江
戸
神
社
仏
閣
大
概
年
数

が
収
載
さ
れ
て
い
る
。
巻
二
～
五
は
、
内
題
「
新
撰
本
朝
年
代
記
大
成
絵
抄
」
の

絵
入
年
代
記
で
あ
る
。
巻
五
の
巻
末
で
あ
る
「
百
四
十
六
」
丁
表
に
は
、
流
宣
に

よ
る
「
追
加
」
と
し
て
、

年
代
記
者
先
々
撰
二
知
師
之
一
書
也
、
併
有
二
龍モ

躓キ

雷モ

落ル

事
一
、
筆
者
之
誤
謬
・

板
木
之
雕
違
改
二
正
之
一
而
、
猶
加エ
二
当
時
之
諺ヲ

、一  

以テ
レ
古ヲ

為ル
レ
新ト

之
類
歟

	

武
陽
江
城
下　

書
画
筆
作
者　

石
川
流
宣

が
載
り
、
裏
に
は
「
余
奥
に
白
紙
は
御
か
き
く
わ
ひ
の
た
め
に
な
ら
ん
か
し
／
宝

永
七
庚
寅
歳
／
東
都
書
林　

長
谷
河
町　

木
村
理
兵
衛
」
と
記
す
。

早
稲
田
本
と
龍
谷
本
の
共
通
点
は
、
歴
代
天
皇
の
元
年
か
ら
宝
永
三
年
（
一
七

〇
六
）
ま
で
の
年
期
を
代
ご
と
に
記
し
て
い
る
点
で
あ
る
（
た
だ
し
、
絵
入
年
代

記
の
初
め
の
「
天
地
開
闢
神
始
生
図
」
の
周
り
が
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
て
い
る
か
否
か

な
ど
の
違
い
も
あ
る
）。
龍
谷
本
の
刊
行
年
は
、
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
で
あ
る

た
め
、
宝
永
三
年
（
あ
る
い
は
四
年
）
の
初
版
を
増
補
再
版
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

し
か
し
、
龍
谷
本
の
最
後
の
記
事
は
、「
百
九
十
五

0

0

0

0

」
丁
裏
に
あ
る
文
化
八
年
（
一

八
一
一
）
の
「
夏
朝
鮮
人
対
州
迄
来
朝
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
本
来
の
「
百
四
十

六
」
丁
を
抜
い
て
巻
末
に
移
し
、
そ
の
間
を
増
補
し
て
い
る
（
巻
一
の
武
将
軍
記

は
徳
川
家
斉
、
年
号
命
数
は
寛
政
元
年
ま
で
記
載
さ
れ
て
い
る
） （
９
）。
そ
し
て
、
本

来
「
百
四
十
六
」
丁
が
あ
っ
た
箇
所
に
は
、「
百
四
十
五－

八
」
丁
を
挟
み
、
そ
の
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時
の
「
百
十
五
代
中
御
門
院
」
が
元
文
二
年
（
一
七
三
八
）
に
崩
御
し
た
旨
を
記

し
て
い
る
。
そ
の
後
の
丁
に
あ
る
宝
永
八
年
以
降
は
、
元
号
と
年
を
四
角
で
囲
む

仕
様
に
変
更
さ
れ
て
い
る
（
そ
れ
ま
で
は
元
号
の
み
）。

ま
た
、
龍
谷
本
の
巻
二
は
、
三
二
代
用
明
天
皇
ま
で
の
記
事
で
終
わ
っ
て
い
る

が
、
巻
三
は
五
九
代
宇
多
天
皇
の
途
中
で
文
章
が
途
切
れ
て
終
わ
り
、
巻
四
は
そ

の
続
き
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
巻
四
の
終
わ
り
と
巻
五
の
始
ま
り
も
同
様
で
あ
る
。

早
稲
田
本
に
照
ら
せ
ば
、
巻
三
の
本
来
の
最
後
は
文
徳
天
皇
ま
で
だ
と
推
察
で
き

る
が
（
早
稲
田
本
は
巻
二
・
三
の
合
本
と
考
え
ら
れ
る
）、
龍
谷
本
が
記
事
の
途
中

で
巻
を
終
え
て
い
る
こ
と
は
、
五
巻
五
冊
と
い
う
体
裁
を
堅
持
し
よ
う
と
し
た
措

置
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
龍
谷
本
の
後
に
も
、『
年
代
記
絵
抄
』
が
刊
行
さ

れ
た
可
能
性
は
あ
る
が
、
現
時
点
で
は
未
確
認
で
あ
る
。

②
③
は
、
当
初
元
禄
五
年
版
①
の
後
継
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
（
以

下
、
基
本
①
～
③
は
作
品
名
を
省
略
し
、
丸
番
号
で
示
す
）。
し
か
し
、
延
享
三
年

に
①
増
補
版
が
出
た
こ
と
で
、
①
の
空
白
期
間
を
埋
め
る
役
割
を
担
う
か
た
ち
と

な
っ
た
。

①
と
②
③
を
比
較
す
る
と
、
②
③
は
元
禄
五
年
版
の
内
容
を
記
事
・
挿
絵
と
も

に
取
捨
選
択
し
て
い
る
。
元
禄
五
年
六
月
以
降
の
出
来
事
に
つ
い
て
は
、
①
が
②

③
を
流
用
す
る
一
方
で
、
独
自
の
挿
絵
や
年
表
記
事
を
追
補
し
て
い
る
。

④
節
用
集

最
後
に
、
節
用
集
の
附
録
に
あ
る
絵
入
年
代
記
に
言
及
し
て
お
き
た
い
。

享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
刊
の
『
広
徳
節
用
満
玉
宝
蔵
』（
角
書
「
庶
民
良
貨
」、

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵　

以
下
、『
広
徳
』）
は
、
節
用
集
と
「
名
乗
字
」
の
上
部

に
「
本
朝
年
代
記
絵
抄
」
が
載
る
。
年
代
記
の
部
分
も
二
段
で
、
上
段
は
文
字
だ

け
の
記
事
、
下
段
は
挿
絵
と
説
明
文
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
巻
末
近
く
に

な
る
と
半
丁
全
体
を
五
段
に
分
け
て
年
代
記
を
記
載
し
て
い
る
。
巻
末
に
は
「
享

保
五
庚
子
年
開
板　

元
板
鱗
形
屋
孫
兵
衛
／
西
村
屋
傳
兵
衛
／
馬
喰
町
二
丁
目
／

西
村
屋
与
八
再
版
」
と
あ
り
、
享
保
十
九
年
（
一
七
三
四
）
ま
で
の
記
事
が
載
る
。

宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
刊
の
太
田
白
善
『
明
海
節
用
正
字
通
大
成
』（
以
下
、

『
明
海
』） （
10
）
に
も
、「
本
朝
年
代
記
絵
抄
」
が
上
部
に
置
か
れ
て
い
る
。
年
代
記
が

二
段
に
な
っ
て
い
る
の
は
、『
広
徳
』
と
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
冒
頭
に
は
、『
広

徳
』
に
は
な
い
、
既
刊
の
絵
入
年
代
記
を
元
に
し
た
天
地
の
形
成
と
天
常
立
尊
の

出
現
の
説
明
が
あ
る
。
版
元
は
、「
京
都
書
林　

三
条
高
倉
東
江
入
町
／
出
雲
寺
和

泉
掾
／
堀
川
通
高
辻
上
ル
町
／
永
村
半
兵
衛
板
」
で
、
同
じ
出
雲
寺
が
出
版
し
た

②
の
流
用
を
窺
わ
せ
る
。

節
用
集
の
絵
入
年
代
記
は
、
①
～
③
を
情
報
源
と
し
な
が
ら
、
独
自
の
挿
絵
や

記
事
を
追
加
し
て
い
る
（
後
述
）。
そ
の
た
め
、
絵
入
年
代
記
の
分
析
は
、
節
用
集

も
含
め
て
考
え
る
必
要
が
あ
る （
11
）。

以
上
、
絵
入
年
代
記
を
四
つ
に
分
類
し
た
。
こ
の
分
類
は
、
現
段
階
の
も
の
で
、

今
後
の
調
査
次
第
で
変
更
す
る
可
能
性
も
あ
る
。

第
二
章
　
絵
入
年
代
記
の
記
事

一
　
見
出
し

前
章
で
は
、
最
初
期
の
絵
入
年
代
記
で
あ
る
①
『
新
補
倭
年
代
皇
紀
絵
章
』
に

連
な
る
作
品
群
を
分
類
し
た
。
本
章
で
は
、
内
容
分
析
の
前
に
、
絵
入
年
代
記
が

ど
の
よ
う
な
記
事
を
収
載
し
て
い
た
の
か
、
そ
し
て
、
絵
入
年
代
記
は
何
を
参
照

し
て
編
ま
れ
た
の
か
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
本
節
で
は
、
前
者
を
見
て
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い
く
。

先
述
の
よ
う
に
、
①
元
禄
五
年
版
の
各
巻
表
紙
に
は
、
主
要
な
出
来
事
を
見
出

し
に
し
た
副
題
簽
が
付
い
て
い
る
。
そ
の
見
出
し
か
ら
、
編
者
の
苗
村
丈
伯
は
ど

の
よ
う
な
内
容
を
中
心
に
し
て
本
書
を
編
纂
し
よ
う
と
し
た
の
か
が
窺
え
る
。
そ

こ
で
、
六
巻
分
の
見
出
し
を
引
い
て
み
る
（
本
来
は
一
書
だ
が
、
一
は
省
略
）。

 

（�

巻
一
）
天
神
七
代
幷
天
地
開
闢
神
代
の
故
事
／
地
神
五
代
幷
当
年
迄
の
積
年

／
人
皇
の
始
神
武
帝
の
事
／
日
本
を
秋
津
洲
と
名
付
る
事
／
秦
徐
福
日
本
に

わ
た
り
富
士
山
に
入
事
／
三
種
の
神
器
を
別
殿
に
う
つ
す
事
／
日
本
武
と
云

名
幷
草
薙
の
剣
／
神
功
皇
后
三
韓
を
せ
め
給
ふ
事

 

（�

巻
二
）
仁
徳
天
皇
高
き
屋
の
御
製
／
う
ら
嶋
が
子
蓬
莱
山
江
ゆ
く
事
／
百
済

国
よ
り
仏
法
始
て
わ
た
る
事
／
聖
徳
太
子
守
屋
合
戦
の
事
／
鎌
足
蘇
我
入
鹿

を
退
治
の
事
／
朝
倉
山
苅
萱
の
関
の
事
／
矢
背
く
ら
ま
の
谷
の
い
は
れ
／
大

友
皇
子
む
ほ
ん
の
事

 

（�

巻
三
）
博
奕
を
始
て
法
度
に
す
る
事
／
役
行
者
伊
豆
嶋
に
流
罪
の
事
／
廣
嗣

か
怨
霊
玄
昉
を
つ
か
み
さ
く
事
／
弓
削
道
鏡
不
義
の
事
／
中
将
ひ
め
当
麻
の

曼
陀
羅
の
事
／
坂
上
田
村
丸
東
夷
を
た
い
ら
ぐ
る
事
／
勧
学
院
の
す
ゞ
め
は

蒙
求
と
さ
へ
ず
る
と
い
ふ
事

 

（�

巻
四
）
画
師
巨
勢
金
岡
が
事
／
六
條
河
原
院
し
ほ
が
ま
の
事
／
御
堂
関
白
道

長
法
性
寺
を
建
事
／
よ
し
家
武
衡
家
衡
を
ほ
ろ
ぼ
す
事
／
崇
徳
院
御
む
ほ
ん

保
元
の
乱
の
事
／
俊
成
千
載
集
を
え
ら
ぶ
事
／
信
頼
義
朝
む
ほ
ん
平
治
の
乱

の
事
／
鎮
西
八
郎
為
朝
鬼
が
嶋
押
領
の
事

 

（�

巻
五
）
高
倉
宮
御
む
ほ
ん
付
タ
リ
頼
政
が
事
／
屋
嶋
幷
一
乃
谷
合
戦
の
事
／

義
仲
幷
兼
平
あ
は
づ
が
原
じ
が
い
／
俊
乗
房
重
源
な
ら
大
仏
さ
い
こ
う
の
事

／
和
田
合
戦
付
タ
リ
朝
夷
名
が
事
／
高
田
門
徒
は
じ
ま
る
事
／
楠
所
々
合
戦

幷
み
な
と
川
う
ち
死
／
南
北
朝
わ
ぼ
く
天
下
一
統
の
事

 

（�

巻
六
）
細
川
三
好
あ
ま
か
﨑
合
戦
／
上
杉
と
信
玄
河
中
嶋
合
戦
／
本
願
寺
光

佐
と
信
長
と
か
つ
せ
ん
／
秀
吉
北
野
の
茶
会
／
小
田
原
合
戦
北
條
氏
政
じ
が

い
／
洛
陽
大
仏
く
や
う
幷
耳
塚
の
事
／
武
州
神
田
孔
子
堂
の
図
／
百
七
十
年

以
前
よ
り
元
禄
申
ノ
年
迠
ノ
事

見
出
し
の
多
く
は
、
政
治
事
件
や
戦
乱
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
藤
原
道
長

の
法
性
寺
建
立
や
重
源
に
よ
る
大
仏
再
興
な
ど
の
仏
教
関
連
、
巨
勢
金
岡
や
藤
原

俊
成
撰
『
千
載
和
歌
集
』、
諺
「
勧
学
院
の
雀
は
蒙
求
を
囀
る
」
の
由
来
と
な
っ
た

勧
学
院
設
立
な
ど
文
化
関
連
に
も
触
れ
て
い
る
。
以
上
は
、
現
代
の
日
本
史
教
科

書
に
も
掲
載
さ
れ
る
よ
う
な
出
来
事
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
記
紀
神
話
、
浦
嶋

子
や
中
将
姫
な
ど
の
伝
説
、
説
話
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
、
当
時
の
歴
史

観
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
。
ま
た
、「
武
州
神
田
孔
子
堂
の
図
」
は
、
元
禄
四
年

（
一
六
九
一
）
の
一
枚
刷
『
聖
堂
之
画
図
』
を
分
割
掲
載
し
た
「
聖
堂
之
画
図
」
で

あ
る
（
廿
一
丁
で
、
延
享
三
年
以
降
の
版
で
は
丁
が
除
か
れ
て
不
掲
載
）。
見
出
し

に
挙
が
っ
て
い
る
出
来
事
の
過
半
は
、
挿
絵
に
な
っ
て
い
る
が
、
巻
二
「
博
奕
を

始
て
法
度
に
す
る
事
」（
六
九
八
年
）
や
巻
六
「
小
田
原
合
戦
北
條
氏
政
じ
が
い
」

（
一
五
九
〇
年
）
な
ど
、
挿
絵
に
な
っ
て
い
な
い
も
の
も
あ
る
。

ま
た
、
附
録
の
副
題
簽
に
は
、
早
鑑
（
索
引
）
で
取
り
上
げ
る
事
項
と
し
て
、

「
寺
社
の
旧
跡
・
古
人
の
名
号
・
一
時
の
恠
異
・
万
物
の
濫
觴
・
歴
代
帝
王
の
本

紀
・
古
来
僧
俗
の
事
跡
等
そ
の
外
一
切
の
事
」
を
挙
げ
て
い
る
。
見
出
し
に
は
な

い
が
、
挿
絵
に
な
っ
て
い
る
他
の
出
来
事
と
し
て
、
天
変
地
異
（
災
害
）
と
吉
祥

が
あ
る
。
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二
　
絵
入
年
代
記
が
参
照
し
た
文
献

次
に
、
絵
入
年
代
記
の
編
纂
時
に
参
照
し
た
文
献
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
①

元
禄
五
年
版
の
編
者
で
あ
る
丈
伯
が
何
を
参
照
し
て
い
た
の
か
は
、
附
録
の
凡
例

「
此
書
、
和
漢
合
運
図
を
主
と
し
て
、
先
書
の
誤
を
正
し
考
証
す
る
に
、
遠
ハ
日
本

紀
・
文
徳
実
録
・
三
代
実
録
・
類
聚
国
史
、
近
く
ハ
王
代
一
覧
・
編
年
小
史
・
将

軍
家
譜
・
そ
の
外
の
和
書
を
抜
萃
し
て
大
に
こ
れ
を
加
補
も
の
な
り
、
敢
て
私
説

を
贅
せ
ず
」
か
ら
窺
え
る
。
商
品
と
し
て
の
年
代
記
（
年
表
）
の
先
駆
で
あ
る
、

円
智
（
日
性
）『
重
撰
倭
漢
皇
統
編
年
合
運
図
』（
増
補
改
訂
版
『
指
掌
倭
漢
皇
統

編
年
合
運
図
』　

以
下
、『
和
漢
合
運
図
』） （
12
）
を
主
と
し
て
、『
日
本
書
紀
』『
日
本

文
徳
天
皇
実
録
』『
日
本
三
代
実
録
』『
類
聚
国
史
』
以
外
に
も
、
林
鵞
峯
編
『
日

本
王
代
一
覧
』（
一
六
六
三
刊
）、
鵜
飼
信
之
編
『
本
朝
編
年
小
史
』（
一
六
六
二
自

跋
）、
林
羅
山
編
『
将
軍
家
譜
』（
一
六
四
一
自
跋
）
と
い
っ
た
近
時
の
（
文
字
だ

け
の
）
史
書
ま
で
も
用
い
て
考
証
を
行
っ
た
と
、
丈
伯
は
主
張
し
て
い
る （
13
）。
ま

た
、「
そ
の
外
の
和
書
」
に
は
、
軍
記
類
な
ど
を
含
ん
で
い
る
こ
と
が
、
内
容
か
ら

判
明
し
て
い
る
（
後
述
）。

『
和
漢
合
運
図
』
は
、
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
に
吉
田
光
由
が
増
補
し
、
さ
ら

に
版
を
重
ね
て
い
る （
14
）。
当
時
の
年
代
記
に
つ
い
て
は
、
奥
野
彦
六
『
日
本
歴
史

年
表
史
』
に
詳
し
い
が
、
本
稿
で
は
他
に
『
改
正
和
漢
年
代
紀
』（
一
六
九
三
刊
） （
15
）

と
田
登
仙
『
本
朝
年
代
紀
（
本
朝
年
代
記
）』（
一
六
八
四
刊
） （
16
）
を
、
内
容
分
析

の
参
考
と
し
て
用
い
る
。
前
者
は
、
①
元
禄
五
年
版
と
ほ
ぼ
同
時
期
、
か
つ
『
和

漢
合
運
図
』
に
は
な
い
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
後
者
は
、
い
ろ
は
順
に
寺
社

や
人
物
な
ど
の
部
類
に
事
項
を
分
類
し
た
も
の
で
、
辞
書
的
な
機
能
を
持
っ
て
い

る
。
こ
の
二
種
を
『
和
漢
合
運
図
』
と
併
せ
て
用
い
る
こ
と
で
、
絵
入
年
代
記
の

記
事
を
よ
り
詳
し
く
検
討
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

第
三
章
　
内
容
の
考
察
―
怪
異

以
上
を
踏
ま
え
、
本
章
で
は
、
年
表
記
事
と
挿
絵
の
具
体
的
な
分
析
を
行
っ
て

い
く
。
絵
入
年
代
記
に
は
、
政
治
事
件
・
寺
社
・
物
事
の
は
じ
ま
り
・
天
変
地
異
・

吉
祥
・
怪
異
な
ど
の
歴
史
事
象
が
記
事
に
書
か
れ
、
挿
絵
に
な
っ
て
い
る
。
前
稿

で
は
、「
日
本
国
」
の
は
じ
ま
り
・
伝
説
や
説
話
の
世
界
・
異
国
の
話
題
・
江
戸
時

代
の
出
来
事
の
分
析
を
行
っ
た
。
そ
し
て
今
回
は
、「
怪
異
」
に
つ
い
て
分
析
を
行

う
こ
と
に
す
る
。

日
本
の
怪
異
は
、
本
来
「
あ
や
し
い
物
事
」
全
般
を
指
す
も
の
で
は
な
く
、
中

国
由
来
の
天
人
相
関
説
（
災
異
説
）
が
変
質
し
た
「（
神
仏
が
示
す
政
治
的
）
凶
事

の
予
兆
」
を
意
味
し
た
。
そ
れ
は
、
怪
異
が
政
治
に
と
っ
て
の
危
機
管
理
シ
ス
テ

ム
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る （
17
）。
そ
の
た
め
、
六
国
史
を
は

じ
め
と
す
る
史
書
や
古
記
録
類
は
、
多
く
の
怪
異
（
と
そ
の
対
応
）
を
記
し
て
き

た
。
時
代
を
下
る
と
、
凶
兆
で
は
な
い
単
な
る
「
あ
や
し
い
物
事
」
の
記
事
も
散

見
さ
れ
る
が
、
前
近
代
に
お
い
て
怪
異
は
、（
政
治
的
な
）
凶
兆
と
し
て
の
意
味
を

保
持
し
て
き
た
。
①
元
禄
五
年
版
の
早
鑑
に
「
一
時
の
恠
異
」
が
立
項
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
、
そ
れ
を
裏
付
け
て
い
る
。
つ
ま
り
、
怪
異
は
歴
史
的
な
事
件
と
い
う

認
識
が
当
時
も
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

史
書
に
載
る
怪
異
、
そ
し
て
吉
祥
は
、
現
代
の
目
か
ら
で
は
虚
構
に
見
え
て
し

ま
う
。
し
か
し
、
江
戸
時
代
の
（
絵
入
）
年
代
記
に
怪
異
・
吉
祥
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
、
当
時
の
歴
史
の
捉
え
方
を
示
す
好
例
と
い
え
る
。
限
ら
れ
た
情
報

ゆ
え
に
検
証
が
難
し
く
と
も
、
過
去
か
ら
受
け
継
が
れ
共
有
さ
れ
て
き
た
知
識
と

し
て
歴
史
は
あ
り
、
そ
の
一
端
を
示
す
の
が
、
怪
異
（
吉
祥
）
と
い
え
る
。
知
識

の
一
端
と
し
て
の
怪
異
と
は
、
具
体
的
に
、
社
会
の
危
機
管
理
シ
ス
テ
ム
を
指
し
、
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そ
の
た
め
に
連
綿
と
記
録
に
書
き
残
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
怪

異
は
当
時
の
人
び
と
に
と
っ
て
史
実

0

0

と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
て
き
た
。

こ
う
し
た
現
代
と
は
異
な
る
歴
史
の
捉
え
方
、
当
時
の
社
会
の
仕
組
み
、
常
識

の
あ
り
方
な
ど
に
注
意
し
な
が
ら
、
怪
異
に
関
す
る
記
事
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

ま
ず
、
早
鑑
で
「
一
時
の
恠
異
」
と
し
て
立
項
し
た
と
思
し
き
も
の
（
地
震
や

雷
な
ど
を
除
い
た
天
変
地
異
も
含
む
）
の
一
部
を
列
挙
し
て
み
る
。

石
降
／
蠅
集
／
慧（

彗
）星

／
八
幡
宮
鳴
動
／
鵺
／
鬼
／
土
蜘
蛛
／
客
星
／
甘
露
降

／
蟇
合
戦
／
春
日
神
木
枯
／
流
星
／
大
職
冠
像
破
／
社
鳴
動
／
豆
小
豆
降
／

毛
降
／
怪
鳥
／
天
紅
如
／
天
狗
星
／
赤
気
／
白
気
／
光
物
／
菱
降
／
水
晶
降

他
に
も
、「
将
軍
塚
」
の
よ
う
に
場
所
の
名
前
で
あ
っ
て
も
、
年
表
記
事
を
見
る
と

怪
異
で
あ
る
場
合
も
あ
る
（
後
述
）。
そ
し
て
、
立
項
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
全
て

が
挿
絵
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
本
章
で
は
、
早
鑑
で
立
項
さ
れ
て
い
る

怪
異
の
う
ち
、
挿
絵
に
な
っ
て
い
る
も
の
を
中
心
に
取
り
上
げ
る
。

分
析
に
は
、
記
事
が
最
も
豊
富
な
①
を
基
本
と
し
て
扱
う
こ
と
に
す
る
（
以
下
、

出
典
を
書
か
な
い
場
合
は
①
を
指
す
）。
②
～
④
な
ど
他
の
文
献
に
つ
い
て
は
、
比

較
検
討
で
適
宜
用
い
る
。

一
　
鳴
動

寺
社
な
ど
の
建
物
や
特
定
の
場
所
が
鳴
動
す
る
（
鳴
る
）
現
象
は
、
神
仏
が
示

す
凶
兆
で
あ
る
怪
異
と
し
て
代
表
的
な
も
の
で
あ
っ
た （
18
）。
先
述
の
通
り
、
早
鑑

に
も
「
八
幡
宮
鳴
動
」「
社
鳴
動
」
が
立
項
さ
れ
て
い
る
。「
社
鳴
動
」
で
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
神
社
は
、
石
清
水
八
幡
宮 （
19
）・
住
吉
社
・
吉
田
社
・
多
田
廟 （
20
） 

の

他
に
、
内
侍
所 （
21
） 

も
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
挿
絵
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
延

文
五
年
（
一
三
六
〇
）
四
月
十
二
日
「
す
み
よ
し
の
社
鳴
動
す
」（
挿
絵
「
す
み
よ

し
の
や
し
ろ
な
り
う
ご
く
」）
で
あ
る
（
②
③
に
記
事
は
あ
る
が
挿
絵
な
し
）。
こ

れ
は
、『
和
漢
合
運
図
』
に
記
事
は
な
い
も
の
の
、『
本
朝
年
代
紀
』
に
、「（
住
吉
）

社
鳴
動　

後
光
厳
延
久

（
マ
マ
）五
年
四
月
十
二
日
・
同
正
親
町
院
永
禄
十
年
八
月
廿
四
日

同
レ
上ニ

」
と
あ
る （
22
）。
挿
絵
を
見
る
と
、
社
殿
か
ら
逃
げ
出
す
二
人
の
男
性
が
描

か
れ
て
い
る
だ
け
で
、
説
明
が
な
け
れ
ば
内
容
を
読
み
取
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

鳴
動
は
、
事
例
が
豊
富
な
怪
異
だ
が
、
そ
の
時
そ
の
場
所
に
居
合
わ
せ
な
け
れ
ば

体
験
で
き
な
い
現
象
で
あ
り
、
鳴
り
動
い
て
い
る
様
を
図
示
す
る
の
は
難
し
い
。

ま
た
、
早
鑑
に
あ
る
「
将
軍
塚
」
も
、
鳴
動
が
主
な
記
事
で
あ
る （
23
）。
延
暦
十

三
年
（
七
九
四
）、
平
安
京
の
遷
都
と
と
も
に
、「
百
王
不
易
の
た
め
と
て
、
た
け

八
尺
ば
か
り
の
人
形
を
土
に
て
つ
く
り
、
鉄
の
甲
冑
を
き
せ
鉄
の
弓
矢
を
も
た
せ
、

王
城
の
守
護
神
た
る
べ
し
と
ち
か
ひ
て
、
東
山
の
上
に
立
て
西
む
き
に
う
づ
む
、

今
の
将
軍
塚
こ
れ
な
り
、
天
下
に
変
あ
る
と
き
は
こ
の
塚
鳴
動
す
と
い
ひ
つ
た
へ

た
り
」
と
、
将
軍
塚
の
由
来
と
鳴
動
を
説
明
し
て
い
る
（
武
装
し
た
土
人
形
を
描

い
た
将
軍
塚
の
挿
絵
が
描
か
れ
て
い
る
）。
こ
の
説
明
は
、『
平
家
物
語
』
巻
五
「
都

遷
」
を
元
に
し
て
い
る
。
早
鑑
で
示
さ
れ
た
他
の
年
表
記
事
は
、
治
承
三
年
（
一

一
七
九
）
七
月
「
将
軍
塚
な
る
」、
観
応
二
年
（
一
三
五
一
）「
将
軍
塚
な
る
」（『
和

漢
合
運
図
』「
将
軍
塚
鳴
動
」）、
文
明
十
七
年
（
一
四
八
五
）「
将
軍
塚
鳴
動
す
」

で
あ
る
。『
和
漢
合
運
図
』
は
観
応
二
年
し
か
対
応
し
て
い
な
い
が
、『
本
朝
年
代

紀
』
で
は
、
将
軍
塚
鳴
動
に
つ
い
て
「
治
承
三
年
七
月
、
貞
和
五
年
二
月
廿
六
日
、

観
応
二
年
、
文
明
十
七
年
又
慶
長
二
・
八
・
十
」
と
記
載
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
早
鑑
に
「
震
動
」
は
立
項
さ
れ
て
い
な
い
が
、
寛
平
元
年
（
八
八
九
）

五
月
「
八
幡
の
宝
蔵
し
ん
と
う
す
」
は
、
挿
絵
付
き
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
挿
絵

「
八
ま
ん
の
ほ
う
ざ
う
し
ん
ど
う
す
る
」、『
和
漢
合
運
図
』「
五
月
石
清
水
宝
蔵

震
動ス

」）。
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二
　
大
織
冠
像
破
裂

鳴
動
は
多
く
の
寺
社
で
起
き
る
怪
異
だ
が
、
特
定
の
寺
社
に
は
そ
れ
ぞ
れ
特
有

の
怪
異
が
起
き
る
。
そ
う
し
た
事
例
を
二
つ
取
り
上
げ
て
み
る
。
一
つ
は
、
早
鑑

の
「
大
職

（
マ
マ
）冠

像
破
」
で
あ
る （
24
）。
こ
れ
は
、
大
和
国
多
武
峯
に
あ
る
談
山
神
社

（
妙
楽
寺
）
に
安
置
さ
れ
て
い
る
藤
原
鎌
足
（
大
織
冠
）
の
木
像
が
破
裂
す
る
こ
と

で
あ
る
。
中
大
兄
皇
子
と
と
も
に
乙
巳
の
変
（
大
化
の
改
新　

六
四
五
年
）
を
断

行
し
た
藤
原
鎌
足
は
、
藤
原
氏
の
始
祖
で
あ
り
、
死
後
多
武
峯
に
埋
骨
さ
れ
た
。

談
山
神
社
に
あ
る
大
織
冠
像
は
、
子
孫
で
あ
る
藤
原
氏
や
彼
ら
が
補
佐
す
る
天
皇

に
起
き
る
凶
事
の
予
兆
と
し
て
、
亀
裂
や
欠
損
＝
破
裂
が
生
じ
る
。
破
裂
が
起
き

る
と
、
す
ぐ
に
多
武
峯
か
ら
藤
原
氏
長
者
へ
報
告
さ
れ
る
。
氏
長
者
は
、
陰
陽
師

を
召
し
出
し
て
破
裂
の
意
味
を
占
い
、
祈
禱
な
ど
を
行
う
一
方
で
、
破
裂
平
癒
の

た
め
の
告
文
使
を
多
武
峯
に
派
遣
す
る
。
そ
し
て
、
告
文
使
が
木
像
の
前
で
告
文

を
読
み
上
げ
る
と
、
破
裂
は
平
癒
す
る
と
い
う
。
大
織
冠
像
破
裂
は
、
十
二
世
紀

後
期
か
ら
怪
異
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
凶
事
の
対
象
は
当
初
天
皇
と

藤
原
氏
に
限
ら
れ
て
い
た
が
、
十
四
世
紀
半
ば
か
ら
は
社
会
全
体
へ
と
広
が
っ
て

い
っ
た
。

早
鑑
に
挙
が
る
記
事
は
、
嘉
吉
二
年
（
一
四
四
二
）
十
月
「
多
武
峯
の
大
織
冠

の
像
や
ぶ
れ
さ
く
る
」、
慶
長
十
三
年
（
一
六
〇
八
）「
和
州
多
武
峯
の
大
し
よ
く

ハ
ん
の
像
や
ぶ
れ
さ
け
て
年
を
こ
へ
て
い
ゆ
」
が
文
章
の
み
で
、
明
応
七
年
（
一

四
九
八
）「
多
武
峯
の
大
し
よ
く
ハ
ん
の
像
や
ぶ
れ
さ
く
る
」
に
挿
絵
が
付
く
（
挿

絵
「
大
し
よ
く
ハ
ん
ノ
像
や
ぶ
れ
さ
く
る
」、
像
に
も
「
大
し
よ
く
ハ
ん
ノ
ざ
う
」

と
説
明
あ
り
） （
25
）。
挿
絵
で
は
、
大
織
冠
像
か
ら
血
が
噴
き
出
し
て
い
る
［
図
１
］。

明
応
七
年
の
記
事
は
、『
和
漢
合
運
図
』
に
「
大
織
冠
像
破
裂
自リ
レ
頭
至ル
レ
足ニ

」、
②

に
は
「
大
織
冠
像
や
ぶ
れ
さ
く
る
」
と
あ
る
が
挿
絵
は
な
く
、
③
④
に
は
そ
も
そ

も
記
事
が
な
い （
26
）。

大
織
冠
像
の
破
裂
は
、
慶
長
十
九

年
（
一
六
一
四
）
を
最
後
に
起
き
て

い
な
い
。
代
わ
り
に
、
破
裂
以
前
か

ら
起
き
て
い
る
、
多
武
峯
の
鳴
動
は

江
戸
時
代
を
通
じ
て
確
認
で
き
る
。

そ
も
そ
も
大
織
冠
像
の
破
裂
は
、
多

武
峯
の
者
と
告
文
使
し
か
見
る
こ
と

が
で
き
な
い
た
め
、
想
像
で
描
く
し

か
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

三
　
春
日
社
神
木
枯
槁

次
に
、
大
和
国
春
日
社
の
神
木
が

大
量
に
枯
れ
る
現
象
、
い
わ
ゆ
る
「
神

木
枯
槁
」 （
27
）
で
あ
る
。
早
鑑
に
「
春

日
神
木
枯
」
と
し
て
二
件
が
紹
介
さ

れ
、
い
ず
れ
に
も
挿
絵
が
あ
る （
28
）。

応
永
十
二
年
（
一
四
〇
五
）「
五
月
廿

二
日
春
日
の
神
木
六
千
余
本
ゆ
へ
な

ふ
し
て
枯
た
り
」（
挿
絵
「
か
す
が
ノ

神
木
五

（
マ
マ
）千
余
本
か
れ
た
り
」）
と
、
永

正
三
年
（
一
五
〇
六
）「
九
月
か
す
が

山
の
木
七
千
本
枯
」（
挿
絵
「
か
す
か

山
の
木
七
千
本
か
る
ゝ
」）
で
あ
る
。

図１　『新補倭年代皇紀絵章』大織冠像破裂（立命館大学アート・リサーチセンター所蔵 shiBK 02-0090-05）
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前
者
は
、『
和
漢
合
運
図
』
に
「
五ノ

廿
二ニ

春
日ノ

神
木
六
千
余
本
枯ル

」
と
あ
り
、
②

③
で
も
挿
絵
付
き
で
紹
介
さ
れ
て
い
る （
29
）。『
広
徳
』
に
も
「
春
日
神
木
六
千
余

か
る
ゝ
」
と
文
章
の
み
記
載
が
あ
る
。
①
と
②
の
神
木
の
本
数
が
間
違
っ
て
い
る

こ
と
は
、
②
が
①
を
元
に
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。

後
者
は
、『
和
漢
合
運
図
』
に
「
七
月ニ

彗
星
出ツ

、
同
十
五ニ

春
日
山ノ

山
木
七
千
余
本

枯
」
と
あ
り
、
②
③
に
記
事
は
あ
る
が
挿
絵
は
な
い
。
し
か
し
、『
広
徳
』
に
「
丙

寅
三
年
九
月
か
す
が
の
神
木
七
千
余
本
か
れ
た
り
」、『
明
海
』
に
「
永
正
三
年
九

月
春
日
山
の
神
木
七
千
本
か
る
ゝ
」
と
挿
絵
付
き
で
載
る
。

四
　
怨
霊

怨
霊
に
つ
い
て
は
、
前
稿
で
菅
原
道
真
に
言
及
し
た
が
、
他
に
も
怨
霊
に
関
す

る
挿
絵
は
多
い （
30
）。

ａ
玄
昉
と
藤
原
広
嗣

①
元
禄
五
年
版
の
巻
三
副
題
簽
の
見
出
し
に
あ
る
「
廣
嗣
か
怨
霊
玄
昉
を
つ
か

み
さ
く
事
」
は
、
天
平
十
八
年
（
七
四
六
）「
玄
昉
僧
正
の
お
こ
な
い
有
を
も
つ
て

つ
く
し
に
な
が
さ
る
ゝ
、
広
嗣
が
死
霊
い
か
づ
ち
と
な
り
て
玄
昉
を
つ
か
み
さ
き

頸
を
南
都
東
大
寺
の
庭
に
お
と
す
と
い
ふ
」
を
指
す
（
挿
絵
「
ひ
ろ
つ
ぐ
が
を
ん

れ
う
げ
ん
は
う
を
引
さ
く
」、
首
に
も
「
げ
ん
は
う
が
く
び
」
と
説
明
あ
り
）。
藤

原
宇
合
の
長
男
で
、
九
州
へ
左
遷
さ
れ
た
こ
と
に
端
を
発
し
て
反
乱
を
起
こ
し
た

藤
原
広
嗣
の
怨
霊
が
玄
昉
を
殺
害
す
る
話
は
、『
続
日
本
紀
』
天
平
十
八
年
六
月
己

亥
条
に
「
世
相
伝
云
、
為
藤
原
広
嗣
霊
所
害
（
世
に
相
伝
へ
て
云
ふ
、
藤
原
広
嗣

が
霊
の
為
に
害
せ
ら
る
と
）」 （
31
）
と
あ
り
、『
扶
桑
略
記
』
に
も
同
様
の
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
る
。
②
～
④
で
も
挿
絵
付
き
で
載
っ
て
い
る
。『
和
漢
合
運
図
』
に
は

「
六
日ニ

玄
昉
夭
」
と
あ
る
の
み
だ
が
、『
改
正
和
漢
年
代
紀
』
に
は
「
広
嗣
が
怨
霊

蹴
殺
す
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
雷
に
な
っ
た
広
嗣
が
玄
昉
を
引
き
裂
く
話
は
、『
平

家
物
語
』
巻
七
「
還
亡
」
を
は
じ
め
、『
今
昔
物
語
集
』
な
ど
に
見
ら
れ
る
（
た
だ

し
、
首
が
落
ち
る
の
は
興
福
寺
）。

ｂ
源
頼
朝
と
怨
霊

源
頼
朝
は
、
建
久
九
年
（
一
一
九
八
）
十
二
月
に
病
気
と
な
り
、
翌
正
月
に
亡

く
な
っ
て
し
ま
う
。『
吾
妻
鏡
』
は
、
こ
の
前
後
の
年
に
関
す
る
巻
が
欠
け
、
具
体

的
な
内
容
は
不
明
だ
が
、
後
の
建
暦
二
年
（
一
二
一
二
）
二
月
二
八
日
条
に
、
相

模
川
に
か
か
る
橋
で
落
馬
し
た
こ
と
が
死
因
だ
と
書
か
れ
て
い
る
。
①
で
も
「
十

二
月
相
州
の
稲
毛
さ
三
郎
重
成
亡
妻
の
追
善
に
さ
が
み
河
の
橋
を
つ
く
る
、
頼
朝

そ
の
橋
く
や
う
に
ゆ
き
か
へ
る
、
さ
に
落
馬
し
て
病
に
か
ゝ
る
」
と
あ
る
が
、
そ

の
続
き
に
「
俗
説
に
安
徳
天
皇
の
御
霊
、
義
経
・
行
家
が
怨
霊
現
じ
て
頼
朝
や
ま

ひ
に
か
ゝ
る
共
い
ふ
、
い
ぶ
か
し
き
事
な
り
」
と
記
し
て
い
る
。
挿
絵
も
落
馬
し

た
頼
朝
を
黒
雲
に
乗
っ
た
安
徳
天
皇
・
源
義
経
・
源
行
家
の
怨
霊
が
見
下
ろ
し
て

い
る
［
図
２
］。
②
③
に
「
俗
説
」
は
な
い
が
、
同
じ
挿
絵
が
描
か
れ
て
い
る
。『
明

海
』
で
も
「
よ
り
朝
ら
く
馬
に
て
死
ス
」
と
、
落
馬
す
る
頼
朝
と
黒
雲
が
描
か
れ

て
い
る
（
た
だ
し
怨
霊
は
描
か
れ
て
い
な
い
）。

頼
朝
死
去
の
原
因
を
怨
霊
の
仕
業
と
す
る
説
は
、『
和
漢
合
運
図
』『
本
朝
年
代

紀
』
に
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、『
日
本
王
代
一
覧
』
巻
五
に
は
、「
俗
説
ニ
、

此
場
八
的
原
ニ
テ
、
義
経
・
行
家
ガ
怨
霊
現
ジ
、
稲
村
﨑
ニ
テ
、
安
徳
天
皇
ノ
御

霊
現
ズ
ト
云
リ
、
イ
ブ
カ
シ
」 （
32
）
と
あ
り
、
①
は
こ
れ
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
こ
の
「
俗
説
」
は
、
十
四
世
紀
中
頃
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
『
保
暦
間

記
』
に
お
い
て
、
橋
供
養
の
途
次
で
、
頼
朝
に
滅
ぼ
さ
れ
た
源
義
広
・
義
経
・
行
家
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以
下
の
人
々
が
彼
を
睨
み
、
さ
ら
に

海
上
に
十
歳
ば
か
り
の
童
子
（
安
徳
）

が
現
れ
て
、
そ
の
後
病
気
に
な
っ
た

と
記
録
さ
れ
、
後
に
広
く
知
れ
わ

た
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る （
33
）。

ｃ
嶋
村
蟹

最
後
に
、
怨
霊
が
蟹
に
な
っ
た
事

例
を
紹
介
す
る
。
享
禄
四
年
（
一
五

三
一
）
六
月
「
細
川
高
国
三
好
海
雲

と
摂
州
尼
が
さ
き
に
て
か
つ
せ
ん
し

高
国
害
せ
ら
る
、
高
国
が
郎
従
嶋
村

某
と
い
ふ
も
の
力
つ
よ
く
し
て
敵
二

人
を
わ
き
は
さ
ん
で
海
に
し
つ
み
て

死
す
、
そ
の
霊
化
し
て
蟹
と
な
る
、

こ
れ
を
嶋
村
蟹
と
い
ふ
」。
挿
絵
に
は

「
あ
ま
か
崎
か
つ
せ
ん
／
嶋
村
う
み
に

と
ひ
入
か
に
と
成
」
と
説
明
が
付
く
。

こ
れ
は
、
細
川
高
国
・
浦
上
村
宗

連
合
軍
と
細
川
晴
元
・
三
好
元
長
連

合
軍
が
尼
崎
で
戦
い
、
細
川
・
浦
上

軍
が
大
敗
を
喫
し
た
、
い
わ
ゆ
る

「
大
物
崩
れ
」
の
中
で
の
出
来
事
で
あ

る
。「
嶋
村
某
」
と
は
、
嶋
村
弾
正
左

衛
門
貴
則
の
こ
と
で
、
彼
の
死
後
に
近
辺
で
鬼
面
の
甲
羅
の
蟹
が
捕
れ
た
こ
と
か

ら
「
嶋
村
蟹
」
と
呼
ば
れ
て
い
る （
34
）。
十
六
世
紀
に
書
か
れ
た
『
足
利
季
世
記
』

や
『
赤
松
盛
衰
記
』
に
は
既
に
見
ら
れ
る
話
で
、
こ
の
段
階
の
嶋
村
は
浦
上
家
臣

と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
十
七
世
紀
以
降
、
嶋
村
は
細
川
高
国
の
家
臣
に
変
わ

る
。
島
村
豊
に
よ
れ
ば
、
多
々
良
一
竜
『
後
太
平
記
』（
一
六
七
七
刊
）
巻
二
七

「
天
王
寺
合
戦
之
事
」
で
嶋
村－

細
川
家
臣
で
あ
る
こ
と
が
初
め
て
記
さ
れ
、
浅
井

了
意
『
狗
張
子
』（
一
六
九
二
刊
）
巻
一
「
嶋
村
蟹
の
こ
と
」
で
も
同
様
だ
と
い

う
。『
和
漢
合
運
図
』
に
は
「
高
国
於
摂
州
尼
﨑
自
殺
」
と
あ
る
の
み
だ
が
、『
本

朝
年
代
紀
』
に
は
「
嶋
村
蟹　

後
奈
良
院
享
禄
四
年
四
月
六
日
尼
﨑ニ

テ

  

嶋
村
某シ

討

死
、
其ノ

霊
化シ

テ

  

蟹ト
ナ
ル、

細
川
高
国ノ

臣也

」、『
改
正
和
漢
年
代
紀
』
に
も
「（
高
国
）
郎
等

の
嶋
村
の
某
、
敵
を
二
人
挟
み
海
に
入
て
死
す
、
其
霊
化
て
蟹
と
な
る
、
是
を
嶋

村
蟹
と
い
ふ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
丈
伯
は
、『
後
太
平
記
』
や
『
本
朝
年
代
紀
』

を
通
し
て
、
嶋
村
蟹
の
情
報
を
得
た
と
考
え
ら
れ
る
。

五
　
天
変

ど
の
時
代
に
も
日
蝕
や
彗
星
な
ど
の
天
変
は
起
き
、
絵
入
年
代
記
で
も
挿
絵
付

き
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
江
戸
時
代
の
記
事
に
限
っ
て
も
少
な
く
な
い
。

天
変
は
、
不
特
定
多
数
の
人
間
が
目
撃
で
き
る
現
象
で
、
記
憶
を
共
有
し
や
す
い

出
来
事
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
江
戸
幕
府
成
立
（
一
六
〇
三
）
か
ら
元
禄

五
年
ま
で
の
挿
絵
に
な
っ
た
天
変
を
見
て
み
る
と
、
六
例
あ
る
（
落
雷
は
除
く
）。

ⅰ�

慶
長
十
四
年
（
一
六
〇
九
）
三
月
四
日
「
四
角
な
る
月
あ
ら
は
る
、
わ
き
し
づ

む
事
舂

う
す
つ
くか

ご
と
し
」（
挿
絵
「
四
角
な
る
月
い
つ
る
」、『
和
漢
合
運
図
』「
三

四
方
形
月
出
涌
没ル

コ
ト

  

如
レ
舂
」、
ｂ
以
降
）。
早
鑑
「
月
」
と
し
て
立
項
さ
れ
、
②

③
『
広
徳
』『
明
海
』
に
も
挿
絵
が
あ
る
。

図２　『新補倭年代皇紀絵章』源頼朝の落馬（立命館大学アート・リサーチセンター所蔵 shiBK 02-0090-05）
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ⅱ�

元
和
五
年
（
一
六
一
九
）「
夏
よ
り
冬
ま
で
夜
ご
と
に
白
気
東
南
に
あ
ら
は
る
、

か
た
ち
牛
角
の
ご
と
く
に
し
て
長
さ
数
十
丈
、
は
ゝ
き
ぼ
し
東
北
の
方
に
あ
ら

は
る
、
ひ
か
る
芒
も
ゆ
る
が
ご
と
し
」（
挿
絵
「
牛
ノ
角
の
こ
と
く
な
る
白
気
あ

ら
は
る
」、『
和
漢
合
運
図
』「
自
レ
夏
至
レ
冬
於
二
東
南ノ

雲
間ニ
一
毎
レ
夜
有
二
白
気
一

如
二
牛
角ノ
一
数
十
丈
、
又
彗
星
如シ
二
火
炎
一
在リ
二
東
北ニ
一
」）。
早
鑑
「
白
気
」
の
記

事 （
35
） 

で
、
ⅰ
同
様
②
③
『
広
徳
』『
明
海
』
い
ず
れ
に
も
挿
絵
付
き
で
載
る
。

ⅲ�

寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
五
月
廿
六
日
「
江
戸
に
ひ
か
り
も
の
あ
り
、
ひ
が
し

に
と
ぶ
、
た
け
二
丈
余
そ
の
か
た
ち
人
の
ご
と
し
」（
挿
絵
「
人
ノ
か
た
ち
の
ひ

か
り
物
と
ぶ
／
た
け
二
丈
ば
か
り
」、『
和
漢
合
運
図
』「
五
ノ
廿
六ニ

江
府
光
物
東ヘ

行ク

、
長
二
丈ニ

余ル

、
如シ
レ
人ノ

」）。
早
鑑
「
光
物
」
の
記
事 （
36
） 

で
、
②
③
に
も
挿
絵

は
載
る
が
、
節
用
集
で
は
採
用
さ
れ
て
い
な
い
。

ⅳ�

寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
七
月
十
一
日
「
天
狗
星
東
み
な
み
に
と
ぶ
」（
挿
絵

「
て
ん
く
星
ひ
か
し
南
に
と
ふ
」、『
和
漢
合
運
図
』「
三ノ

十
一ニ

流
星
東
行
、
音
如

雷
／
七ノ
十
一ニ
有リ
二
天
狗
流
星
一
行
レ
巽
」）。
早
鑑
「
天
狗
星
」
唯
一
の
記
事
で
、
星

で
は
な
く
黒
雲
に
乗
っ
た
天
狗
が
描
か
れ
て
い
る
。
②
③
『
広
徳
』『
明
海
』
に

も
挿
絵
付
き
で
載
る
が
、
③
は
「
寛
文
九
年
三
月
十
一
日
り
う
せ
い
東
に
と
ふ

／
寛
文
九
七
月
十
一
日
天
狗
星
東
に
と
ふ
」
と
二
つ
の
天
変
が
一
つ
の
挿
絵
に

収
ま
っ
て
い
る
（
①
で
は
「
三
月
十
一
日
流
星
東
に
ゆ
く
、
ひ
び
き
雷
の
ご
と

し
」
は
文
章
の
み
）。
ま
た
、『
明
海
』
で
は
「
寛
文
九
年
三
月
十
一
日
天
狗
星

東
南
に
と
ぶ
」
と
、
流
星
と
天
狗
星
の
記
事
が
混
ざ
っ
て
い
る
。

ⅴ�

貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
二
月
廿
二
日
「
夜
流
星
ひ
が
し
南
よ
り
西
北
に
い
た

る
、
そ
の
ひ
か
り
数
百
里
を
て
ら
す
、
し
ば
ら
く
し
て
そ
ら
に
声
あ
り
、
雷
の

ご
と
し
」（
挿
絵
「
り
う
せ
い
と
ぶ
、
ひ
か
り
数
百
り
」、『
和
漢
合
運
図
』「
二

月
廿
二
日ノ

夜
流
星
自
二
東
南
一
至ル
二
西
北ニ
一
、
其ノ

光リ

照ス
二
数
百
里ヲ
一
、
頃
刻
空ニ

有
レ
声

如
レ
雷ノ

」、
ｃ
以
降
）。
早
鑑
「
流
星
」
の
記
事
で
、
同
夜
に
後
西
院
が
崩
御
し

て
い
る
。
②
③
に
挿
絵
付
き
の
記
事
は
あ
る
が
、
節
用
集
で
は
採
用
さ
れ
て
い

な
い
。

ⅵ�

元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
八
月
「
十
五
日
の
朝
洪
水
、
江
州
せ
た
の
辺
よ
り
宇

治
川
の
辺
ま
で
片
時
の
あ
い
だ
に
水
か
わ
き
、
石
山
の
ほ
と
り
よ
り
ひ
か
り
物

い
で
ゝ
湖
水
に
入
」（
挿
絵
「
せ
た
ゟ
う
ぢ
ま
て
水
ひ
る
」）。
早
鑑
「
光
物
」
の

記
事
だ
が
、『
和
漢
合
運
図
』
に
は
「
八
月
十
四
日ノ

夜
京
都
及
近
郷
暴
雨
洪
水

崩フ
レ
山ヲ

」
と
あ
る
の
み
で
、
片
時
の
乾
燥
や
光
物
に
関
す
る
記
述
は
な
い
。
②

③
『
広
徳
』『
明
海
』
に
も
挿
絵
付
き
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

①
延
享
三
年
版
以
降
も
、
天
変
が
描
か
れ
て
い
る
。
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）

「
霜
月
上
旬
よ
り
毎
夜
戌
亥
刻
ま
て
西
の
方
ニ
珎
星
あ
ら
は
る
、
翌
年
正
月
中
旬
迄

出
て
後
み
へ
ず
、
亥
子
か
け
て
出
る
を
以
、
世
俗
み
な
稲
星
と
称
し
又
上
元
星
と

い
ふ
、
豊
年
の
嘉
瑞
な
り
と
ぞ
」
と
、
怪
異
（
凶
兆
）
で
は
な
い
。
稲
星 （
37
） 

は
、

『
和
漢
合
運
図
』
に
は
「
十
一
月
上
旬ヨ

リ

  

毎
夜
日
暮ヨ

リ

  

至マ
テ二

亥
刻ニ
一
珎
星
現
二
西
方ニ
一
翌ル

子ノ

至テ
二
正
月
中
旬
一
不
レ
現
也
、
俗ニ

号ツ
二
上
元
星
、一  

或
称ス
二
稲
星
一
〈
稲ニ

与
二
亥
子
一
和

訓
近
〉」
と
あ
り
、『
明
海
』
に
も
「
十
一
月
珎
星
い
つ
、
俗
に
稲
ほ
し
と
い
ふ
」

と
挿
絵
が
あ
る
。

ま
た
、
宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）「
七
月
十
六
日
京
上
鳥
羽
の
北
、
東
寺
南
の

野
よ
り
龍
騰
る
」
に
は
、
水
か
ら
龍
が
昇
天
し
て
い
く
様
が
描
か
れ
て
い
る
（
挿

絵
「
京
東
寺
の
み
な
み
野
よ
り
た
つ
あ
が
る
」、『
和
漢
合
運
図
』「
七
月
十
六
日
山

州
下上

イ

鳥
羽ノ

北
野ヨ

リ

  

龍
昇
天ス

、
黒
雲
覆
如
二
闇
夜
一
白
雨
如シ
二
車
軸
一
雲
間
纔
見
二
其
尾ヲ
一

暫
時シ

テ

  

快
晴
」）。

そ
し
て
、
①
で
は
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
二
月
「
戌
の
刻
光
り
物
い
ぬ
い
の

方
ゟ
た
つ
み
の
方
へ
入
」
と
文
章
の
み
の
記
事
が
、
③
に
は
挿
絵
が
あ
る
（「
廿
八
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日
戌
の
刻
光
り
物
乾
よ
り
出
、
巽
に
入
」、
挿
絵
「
丑
二
月
廿
八
日
夜
光
物
」、『
和

漢
合
運
図
』「
正（

マ
マ
）月
二
十
八
日ノ

夜
戌ノ

刻
光リ

物
自
レ
乾
出テ

ヽ

  

入
二
巽ノ

方ニ
一
」）。『
明
海
』
に

も
「
宝
永
六
二
月
廿
八
日
戌
刻
ひ
か
り
も
の
い
ぬ
ゐ
よ
り
た
つ
み
の
か
た
へ
入
る
」

と
い
う
挿
絵
が
あ
る
も
の
の
、
③
は
黒
塗
り
の
中
に
円
と
線
で
構
成
さ
れ
た
光
物

を
描
く
の
に
対
し
、『
明
海
』
は
黒
雲
の
中
に
あ
る
太
陽
の
よ
う
な
光
物
か
ら
男
性

が
逃
れ
よ
う
と
す
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。

六
　
蛙
合
戦

早
鑑
に
あ
る
「
蟇
合
戦
」（
蛙
合
戦
・
蛙
軍
と
も
）
は
、「
蛙
が
群
集
し
て
、
争
っ

て
交
尾
す
る
こ
と
。
多
く
の
蛙
が
戦
っ
て
い
る
さ
ま
に
似
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
い

う
」（『
日
本
国
語
大
辞
典
』「
蛙
軍
」）
も
の
で
、
戦
乱
な
ど
の
予
兆
と
さ
れ
る
こ

と
が
あ
る （
38
）。
早
鑑
で
は
、
応
永
十
五
年
（
一
四
〇
八
）「
二
月
六
日
蝦
蟆
将
軍

の
庭
に
た
ゝ
か
ふ
」
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
挿
絵
「
か
へ
る
ノ
か
つ
せ
ん
」、『
和

漢
合
運
図
』「
二ノ

六ニ

蝦
蟆
闘フ
二
将
軍ノ

第ニ
一
」）。
③
で
は
「
蟾
蜍
将
軍
の
庭
に
た
ゝ
か

ふ
」
と
文
章
の
み
が
載
る
。『
本
朝
年
代
紀
』
に
は
、「
蟇　

桓
武
天
皇
延
暦
三
年

五
月
七
日
蟇
二
三
万
従リ
二
難
波ノ

市
一
出テ

ヽ
入ル
二
天
王
寺ニ

、一  

雙
方
群
別テ

三
時
計
喰
合
、
俗ニ

云
蛙
合
戦
」
と
「
蝦
蟇　

後
小
松
院
応
永
十
五
年
二
月
六
日
蟇
闘フ
二
将
軍ノ

庭ニ
一
」
が

立
項
さ
れ
て
い
る
。

延
享
三
年
版
以
降
で
は
、
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）「
巳
二
月
中
旬
京
北
野
天
神

石
の
鳥
井
の
西
茶
店
の
う
し
ろ
の
草
原
に
ひ
き
が
い
る
多
く
あ
つ
ま
つ
て
両
方
ニ

わ
か
つ
て
か
つ
せ
ん
す
る
に
お
び
た
ゝ
し
、
蟇
の
か
ず
数
万
あ
り
て
い
く
ら
と
い

ふ
こ
と
か
ぞ
へ
か
た
し
」
が
追
加
さ
れ
て
い
る
（
挿
絵
「
北
野
の
も
り
に
て
か
へ

る
あ
つ
ま
り
か
つ
せ
ん
す
る
」）。
②
～
④
や
『
和
漢
合
運
図
』
に
は
見
ら
れ
な
い

が
、
柳
原
紀
光
『
続
史
愚
抄
』
に
は
、
同
日
「
北
野
石
鳥
居
西
有
二
蝦
蟇
数
千
一
闘

〈
年
代
略
記
〉」
と
あ
る （
39
）。
出
典
の
『
年
代
略
記
』
に
つ
い
て
は
不
明
だ
が
、
年

代
記
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
早
鑑
に
立
項
さ
れ
、
先
例
が
あ
る
た
め
、
近
時
の
蛙
合

戦
も
挿
絵
付
き
で
記
事
に
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

七
　
怪
物

異
形
の
怪
物
の
出
現
は
、
凶
兆
だ
け
で
な
く
、
実
害
を
及
ぼ
す
脅
威
で
も
あ
っ

た
。
前
稿
で
は
、
鵺
を
取
り
上
げ
た
が
（
早
鑑
で
も
「
鵺
」
が
立
項
さ
れ
て
い
る
）、

他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
怪
物
が
描
か
れ
て
い
る
。

ⅰ
化
物

推
古
二
七
年
（
六
一
九
）「
四
月
あ
ふ
み
の
国
蒲
生
河
に
物
あ
り
、
か
た
ち
人
に

に
た
り
、
浮
沈
し
て
な
く
、
摂
津
の
く
に
な
に
は
の
江
に
物
あ
り
、
か
た
ち
児
の

ご
と
し
」
と
し
て
、「
あ
ふ
み
の
か
も
ふ
川
ば
け
物
」
と
「
な
に
わ
ノ
ほ
り
江
ノ
ば

け
物
」
の
挿
絵
が
描
か
れ
て
い
る
（
②
～
④
に
も
挿
絵
あ
り
）。
こ
れ
は
、『
日
本

書
紀
』
に
あ
る
記
事
で
、『
和
漢
合
運
図
』
に
も
「
近
江ノ

蒲
生
河ニ

有
レ
物
如
レ
人
／

去
年
摂
州ノ

堀
江ニ

有
レ
物
如
レ
児
」
と
あ
る
。
こ
の
「
物
」
を
編
者
の
丈
伯
は
「
ば
け

物
」
と
理
解
し
て
い
る
。
二
つ
の
記
事
は
、
同
三
〇
年
の
聖
徳
太
子
の
死
の
予
兆
と

解
釈
さ
れ
た
。
蒲
生
川
の
「
物
」
は
後
世
、
人
魚
と
し
て
、『
聖
徳
太
子
伝
』（
一
六

六
六
刊
）
や
滋
賀
県
近
江
八
幡
市
安
土
町
の
観
音
正
寺
の
霊
験
譚
に
登
場
し
た （
40
）。

ⅱ
鬼早

鑑
に
も
「
鬼
」
が
立
項
さ
れ
、
五
件
の
う
ち
四
件
が
挿
絵
付
き
で
あ
る （
41
）。

ａ�
慶
雲
四
年
（
七
〇
七
）「
一
頭
三
面
の
鬼
あ
ら
は
る
、
高
さ
八
丈
よ
こ
一
丈
二

尺
」（
挿
絵
「
一
頭
三
面
の
お
に
い
づ
る
／
高
さ
八
丈
よ
こ
一
丈
二
尺
あ
り
」、
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②
③
『
広
徳
』『
明
海
』
に
も
挿
絵
あ
り
）。『
和
漢
合
運
図
』
に
「
長
八
丈
横
一

丈
二
尺
一
頭
三
面ノ

鬼
来ル

」、『
本
朝
年
代
紀
』
の
「
鬼
」
に
「
文
武
天
皇
慶
雲
四

年
鬼
都ニ

出
、
一
頭
三
面
長ケ

八
丈
幅
一
丈
二
尺
」
と
あ
る
（
典
拠
は
不
明
）。

ｂ�
仁
和
三
年
（
八
八
七
）「
八
月
内
裏
の
武
徳
殿
の
ひ
が
し
の
松
は
ら
に
夜
ご
と
に

鬼
い
で
ゝ
人
を
く
ら
ふ
」（
挿
絵
「
ふ
と
く
殿
に
鬼
い
で
ゝ
人
を
く
ふ
」、
②
③

『
広
徳
』『
明
海
』
に
も
挿
絵
あ
り
） （
42
）。『
日
本
三
代
実
録
』
に
あ
る
事
件
で
、

『
和
漢
合
運
図
』
に
は
記
事
が
な
く
、『
本
朝
年
代
紀
』
で
は
寛
平
四
年
（
八
九

二
）
の
こ
と
と
し
て
立
項
し
て
い
る
。

ｃ�

延
長
七
年
（
九
二
九
）「
四
月
廿
五
日
の
夜
宮
中
に
鬼
形
の
あ
と
有
」（
挿
絵
「
四

月
廿
五
日
の
夜
き
ん
中
に
を
に
の
あ
し
あ
と
あ
り
」、
②
③
『
広
徳
』
に
も
挿

絵
）。『
和
漢
合
運
図
』
に
は
記
事
が
な
い
が
、『
本
朝
年
代
紀
』
に
は
「
鬼　

醍

醐
天
皇
延
長
七
年
四
月
廿
五
日
夜
宮
中ニ
有リ
二
鬼ノ

形
一
見ユ
レ
跡ト

」
と
あ
る
。
史
書
『
扶

桑
略
記
』
や
『
古
今
著
聞
集
』
巻
十
七
に
見
ら
れ
る
。

ｄ�

承
暦
元
年
（
一
〇
七
七
）「
藍
娑

（
マ
マ
）鬼

み
や
こ
に
い
で
ゝ
人
を
損
す
」（
挿
絵
「
ら

ん
じ
や
鬼
と
い
ふ
お
に
人
を
く
ふ
」、
他
は
『
明
海
』
に
の
み
「
承
暦
元
年
洛
中

に
鬼
出
て
人
を
喰
ふ
」
と
挿
絵
あ
り
）。『
本
朝
年
代
紀
』
に
は
、「
白
河
院
承
保

二
年
藍
娑ト

云
鬼
出テ
レ
都ニ

損フ
レ
人ヲ

」
と
あ
る （
43
）。
こ
の
事
件
は
、『
源
平
盛
衰
記
』

巻
十
一
「
静
憲
入
道
問
答
」
の
「
承
暦
元
年
ノ
春
、
藍
婆
鬼

0

0

0

ト
云
鬼
京
中
ニ
充

満
テ
、
十
歳
以
前
ノ
小
者
、
十
ガ
八
九
ハ
取
失
ハ
レ
ケ
レ
バ
、
上
下
男
女
・
家
々

ノ
歎
、
親
々
ノ
悲
、
帝
聞
召
、
其
春
ハ
子
日
ノ
御
会
ナ
カ
リ
ケ
リ
」 （
44
）
を
元
に

し
て
い
る
。

ⅲ
天
狗

早
鑑
に
は
「
天
狗
星
」
し
か
立
項
さ
れ
て
い
な
い
が
、
他
に
天
狗
の
挿
絵
が
三

件
確
認
で
き
る
。

ａ�

寛
治
七
年
（
一
〇
九
三
）「
八
月
七
日
郁
芳
門
院
天
狗
の
た
め
に
な
げ
ら
る
」（
挿

絵
「
い
く
ハ
う
門
院
天
ぐ
に
な
げ
ら
る
ゝ
」、
②
③
『
広
徳
』『
明
海
』
に
も
挿

絵
）［
図
３
］。『
和
漢
合
運
図
』
に
も
「
八ノ

七ニ

郁
芳
門
院
為ニ
二
天
狗ノ
一
所
レ
投
」
と

あ
り
、
他
に
『
本
朝
編
年
小
史
』「
八
月
七
日
郁
芳
門
院
為ニ
二
天
狗ノ
一
所ル
レ
投ケ

」 （
45
）

で
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、『
本
朝
年
代
紀
』
で
は
郁
芳
門
院
の
項
に

「
堀
河
院
寛
治
七
年
八
月
七
日
女
院
為メ

ニ二
天
狗ノ
一
被ル
レ
殺ロ

」
と
あ
り
、「
投
」
で
は
な

く
「
殺
」
に
な
っ
て

い
る
。
室
町
時
代
の

謡
曲
『
樒
天
狗
』
を

分
析
し
た
沢
井
耐
三

に
よ
れ
ば
、
こ
の
曲

は
成
立
時
期
に
世
俗

で
伝
わ
っ
て
い
た
郁

芳
門
院
が
「
魔
」
に

取
り
憑
か
れ
た
話
を

元
に
し
て
作
っ
た
も

の
だ
と
い
う （
46
）。
そ

の
話
で
、
魔
（
天
狗
）

は
郁
芳
門
院
を
投
げ

て
い
な
い
。
郁
芳
門

院
が
魔
に
取
り
殺
さ

れ
た
と
す
る
な
ら

ば
、『
和
漢
合
運
図
』

図３　�『新補倭年代皇紀絵章』天狗に投げられる郁芳門院（立命館大
学アート・リサーチセンター所蔵 shiBK 02-0090-04）
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の
「
投
」
は
「
殺
」
の
誤
記
で
あ
る
可
能
性
が
高
い （
47
）。

ｂ�
文
暦
元
年
（
一
二
三
四
）「
南
都
の
千
間
あ
ま
り
の
家
ご
と
に
未
来
不
の
三
字
を

一
夜
の
ま
に
書
り
、
世
に
天
狗
の
し
は
ざ
也
と
云
う
」（
挿
絵
「
天
く
夜
の
ま
に

未
来
不
の
三
字
を
い
へ
〳
〵
に
書
」、
②
③
『
広
徳
』『
明
海
』
に
も
挿
絵
）。『
和

漢
合
運
図
』
に
「
南
都
千
余
家
天
狗
書ス
二
未
来
不
字ヲ
一
」、『
本
朝
年
代
紀
』
に

「
天
狗
現ス　

四
条
院
文
暦
元
年
二
月
於テ
二
南
都ニ
一
人
家
一
夜ノ

頃ニ

書
二
三ノ

字
千
余ヲ
一
、

天
狗ノ

所
為ト

云
々
」
と
あ
り
、
典
拠
は
『
吾
妻
鏡
』
で
あ
る
。

ｃ�

元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
六
月
十
七
日
「
肥
後
の
国
阿
蘇
山
巳
の
刻
よ
り
午
の

刻
ま
で
く
ら
や
み
と
な
り
石
ふ
る
事
雨
の
ご
と
し
、
同
八
月
四
日
阿
蘇
山
の
池

血
と
な
り
、
ふ
も
と
の
川
に
流
れ
い
で
鯉
鮒
あ
ま
た
死
す
」（
挿
絵
「
ひ
ご
国
あ

そ
山
石
ふ
る
／
池
ち
と
な
り
／
う
を
し
ぬ
る
」、
②
③
『
明
海
』
に
挿
絵
あ
り
、

『
和
漢
合
運
図
』
に
記
事
な
し
）。
阿
蘇
山
の
噴
火
に
関
す
る
記
事
で
、
天
狗
と

は
全
く
関
係
が
な
い
。
し
か
し
、
山
の
怪
物
で
あ
る
天
狗
の
仕
業
と
さ
れ
る
、

い
わ
ゆ
る
「
天
狗
礫
」
を
噴
石
か
ら
連
想
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

ⅳ
怪
鳥

早
鑑
「
怪
鳥
」
は
、
建
武
元
年
（
一
三
三
四
）「
七
月
怪
鳥
し
ん
殿
の
上
な
き
わ

た
る
、
羽
一
丈
六
尺
、
広
有
射
お
と
す
」（
挿
絵
「
ひ
ろ
あ
り
ゐ
お
と
す
／
怪
鳥
は

ね
一
丈
六
尺
／
し
ん
で
ん
」）
で
、
神
殿
の
上
空
を
飛
ぶ
大
き
な
鳥
が
描
か
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
『
太
平
記
』「
広
有
怪
鳥
を
射
る
事
」
に
由
来
し
た
も
の
で
、『
和
漢
合

運
図
』
に
は
記
述
が
な
い
。
し
か
し
、『
本
朝
年
代
紀
』
に
は
「
恠
鳥　
後
醍
醐
天
皇

建
武
元
年
八
月
十
七
日ニ

恠
鳥
如ク
レ
人ノ

羽
一
丈
六
尺
、
於テ
二
内
裏ニ
一
射ル
レ
之ヲ

」
と
あ
る
。

『
本
朝
年
代
紀
』
に
は
、「
後
堀
河
院
寛
喜
三
年
四
月
廿
八
日
集ル
二
鎌
倉ノ

御
所ノ

北ニ
一

〈
黒
色
水
鳥
也
、
翌
日
死ス

、
卜ニ

為
二
上ノ

病ト
一
瑞
也
〉」
と
、
別
の
「
恠
鳥
」
も
立
項
さ

れ
て
い
る
。
①
に
も
寛
喜
三
年
（
一
二
三
一
）「
四
月
廿
八
日
く
ろ
色
の
水
鳥
か
ま

く
ら
の
御
所
の
北
に
あ
つ
ま
り
翌
日
に
み
な
死
す
」
と
挿
絵
付
き
で
載
る
（
挿
絵

「
か
ま
く
ら
御
所
に
て
水
鳥
し
ぬ
る
」、
③
に
も
挿
絵
あ
り
）。
こ
れ
は
、『
吾
妻
鏡
』

同
日
条
に
由
来
し
た
記
事
で
、『
本
朝
年
代
紀
』
に
あ
る
よ
う
に
、
十
月
の
土
御
門

院
崩
御
の
予
兆
と
し
て
解
釈
さ
れ
て
い
る
。

ⅴ
江
戸
時
代
の
怪
物

天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
六
月
、
越
後
国
に
怪
獣
「
狒
々
」
が
現
れ
た
。

ゑ
ち
ご
の
国
桑
取
谷
に
て
あ
や
し
き
け
だ
物
を
う
ち
こ
ろ
す
、
名
づ
け
て
狒
々

と
い
ふ
、
そ
の
大
さ
四
尺
八
寸
、
鼻
よ
り
耳
ま
で
一
尺
八
寸
、
口
の
両
わ
き

広
一
尺
六
寸
、
毛
の
色
あ
か
黒
し
、
眼
三
寸
、
牙
上
下
八
寸
、
爪
五
寸
足
の

長
さ
三
尺
八
寸
、
毛
の
長
さ
五
寸
（
挿
絵
「
ゑ
ち
こ
ノ
国
に
て
ひ
ゝ
と
い
ふ

け
た
物
」）

こ
れ
は
、『
和
漢
合
運
図
』
の
記
事
を
ほ
ぼ
引
い
た
も
の
で
あ
る
（
③
に
文
章
の

み
） （
48
）。
ま
た
、
戸
田
茂
睡
『
御
当
代
記
』
に
は
、
同
六
月
十
一
日
の
「
書
状
の

写
し
」
と
し
て
詳
細
な
記
事
が
載
っ
て
い
る
が
、「
狒
々
」
と
い
う
名
称
は
見
ら
れ

な
い （
49
）。

一�

越
後
国
桑
谷
中
乃
俣
村
に
て
、
閏
五
月
廿
八
日
よ
り
六
月
七
日
迄
の
間
、
百

姓
三
人
獣
に
被
喰
殺
候
、
外
に
壱
人
喰
れ
当
分
ハ
死
申
さ
ず
候
、
就
夫
御
代

官
衆
家
来
ど
も
に
鉄
炮
も
た
せ
先
之
様
子
見
せ
に
遣
し
候
処
に
、
一
昨
九
日

彼
谷
に
て
件
の
獣
に
行
会
打
留
申
候

　
�

獣
乃
大
さ
、
頭
よ
り
尾
際
ま
で
五
尺
ほ
ど
、
せ
い
高
さ
三
尺
五
寸
ば
か
り
、
毛

色
黒
く
し
て
大
形
熊
に
似
申
候
、
頭
四
足
ハ
又
熊
に
て
も
無
之
候
、
殊
乃
外

に
強
勢
、
そ
乃
上
身
か
ろ
く
森
し
げ
ミ
自
由
に
翔
走
り
、
二
三
間
ほ
ど
も
飛
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あ
が
り
鳥
乃
ご
と
く
に
て
候
、
し
か
と
見
知
申
者
も
無
御
座
候
、
珍
事
ニ
候

次
に
、
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）「
三
月
河
内
国
三
日
市
に
猫
に
角
出
る
」（
挿

絵
「
ね
こ
つ
の
出
」）。
こ
れ
は
、
②
③
が
①
延
享
三
年
版
に
先
行
し
た
か
た
ち
で
、

『
広
徳
』『
明
海
』
に
も
挿
絵
付
き
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
他
の
文
献
で
は
管
見

の
限
り
確
認
で
き
て
い
な
い
。

八
　
節
用
集
に
し
か
描
か
れ
な
い
稀
有
な
出
来
事

こ
れ
ま
で
主
に
①
に
描
か
れ
た
挿
絵
を
検
討
し
て
き
た
。
し
か
し
、
①
～
③
に

文
章
だ
け
の
記
事
、
あ
る
い
は
①
～
③
未
掲
載
の
記
事
が
、
④
節
用
集
附
録
の
絵

入
年
代
記
に
挿
絵
付
き
で
載
っ
て
い
る
事
例
が
あ
る
。
最
後
に
、
怪
異
に
留
ま
ら

ず
、
江
戸
時
代
の
稀
有
な
出
来
事
を
取
り
上
げ
る
。

ま
ず
、『
明
海
』
に
見
ら
れ
る
年
表
記
事
の
挿
絵
化
で
あ
る
。
一
つ
は
、「
延
宝

八
年
十
一
月
未
申
の
方
に
白
気
い
づ
る
」
で
あ
る
。
①
に
は
、
早
鑑
「
白
気
」
の

記
事
と
し
て
、
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）「
十
一
月
白
気
西
南
の
方
に
あ
ら
は
る
、

芒
東
北
を
さ
す
、
ひ
ろ
さ
二
三
尺
長
さ
数
十
丈
、
そ
の
根
に
星
あ
り
、
月
を
こ
へ

て
き
ゆ
る
、
世
に
長
虚
星
と
な
づ
く
」
と
文
章
が
あ
る
の
み
で
あ
る
（『
和
漢
合
運

図
』「
十
一
月
坤
方
広
二
尺
余
長
廿
間
余
之
白
気
出ツ

、
其ノ

根
有
レ
星
、
名テ

之ヲ

云フ
二
長

虚
星
一
至
二
十
二
月
一
没ス

」）。
も
う
一
つ
は
、
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）「
八
月
白
き

と
ひ
い
つ
る
」
で
、
①
に
は
「
八
月
羽
の
白
き
鳶
出
る
」
と
あ
る
（『
和
漢
合
運

図
』「
八
月
白
羽
鳶
出
」）。

次
に
、
①
～
③
に
は
な
い
記
事
の
挿
絵
で
あ
る
。『
広
徳
』
に
は
、
再
版
で
増
補

さ
れ
て
い
る
享
保
十
九
年
（
一
七
三
四
）
に
「
二
月
中
旬
下
総
国
行
徳
う
ら
男
鯨
・

女
鯨
二
疋
あ
が
る
、
大
キ
サ
九
間
・
五
間
、
江
戸
表
見
物
お
び
た
ゝ
し
」
と
い
う

記
事
が
載
る （
50
）。

『
明
海
』
に
は
、「
元
禄
十
二
年
京
都
要
法
寺
の
蓮
く
き
壱
つ
花
二
つ
さ
く
」
が

あ
る
。『
続
史
愚
抄
』
に
は
、
元
禄
十
二
年
（
一
六
九
九
）「
頃
日
、
要
法
寺
〈
在
二

洛
東
一
歟
、
日
蓮
宗
〉
池
生
二
並
蓮
一
」 （
51
）
と
あ
り
、『
公
卿
補
任
』
な
ど
典
拠
の
中

に
『
年
代
略
記
』
が
含
ま
れ
て
い
る
。

一
つ
の
茎
に
二
つ
の
蓮
の
花
が
咲
く
現
象
（
双
頭
蓮
）
に
つ
い
て
、
①
早
鑑
に

は
「
蓮
」
と
し
て
、
長
保
元
年
（
九
九
九
）「
一
つ
の
茎
に
二
つ
の
花
さ
く
蓮
を

さ
ゝ
ぐ
」
が
挿
絵
つ
き
で
載
る
（
挿
絵
「
一
つ
の
く
に
き
二
つ
の
花
さ
く
蓮
」、『
和

漢
合
運
図
』「
献
二
一
茎
二
華ノ

白
蓮ヲ
一
」）。
こ
れ
以
外
に
も
、
舒
明
天
皇
七
年
（
六

三
五
）「
一
つ
の
茎
に
二
つ
の
花
さ
く
蓮
生
ず
」
が
、
同
九
年
の
天
狗
星
な
ど
天
変

地
異
の
一
環
で
描
か
れ
て
い
る
（
挿
絵
「
一
の
く
き
に
二
花
さ
く
」）。
こ
れ
は
、

『
日
本
書
紀
』
の
飛
鳥
の
剣
池
で
咲
い
た
「
瑞
蓮
」
で
、
皇
極
天
皇
三
年
（
六
四

四
）
に
も
咲
き
、
蘇
我
入
鹿
が
蘇
我
氏
繁
栄
の
瑞
だ
と
憶
測
し
て
い
る
（
翌
年
蘇

我
氏
は
滅
び
る
） （
52
）。
こ
の
よ
う
に
双
頭
蓮
は
、
吉
兆
と
凶
兆
の
両
面
性
が
あ
り
、

明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
に
は
、
六
月
の
孛
星
、
七
月
の
「
天
赤
・
白
気
」
の
出
現

と
と
も
に
、
東
寺
の
池
に
咲
い
た
双
頭
蓮
は
不
吉
の
徴
だ
と
受
け
取
ら
れ
て
い
る （
53
）。

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
、
絵
入
年
代
記
に
お
け
る
江
戸
時
代
の
怪
異
の
挿
絵
は
、

そ
れ
よ
り
前
の
時
代
に
起
き
た
怪
異
の
事
例
を
再
度
取
り
上
げ
て
い
る
場
合
が
多

い
（
光
物
、
天
狗
、
蛙
合
戦
、
双
頭
蓮
な
ど
）。
こ
れ
は
、
怪
異
も
歴
史
的
な
系
譜

の
上
で
起
き
て
い
る
事
象
で
あ
る
こ
と
を
視
覚
的
に
裏
付
け
て
い
る
。
貞
享
二
年

の
流
星
と
後
西
院
崩
御
が
続
け
て
記
さ
れ
た
こ
と
や
寛
保
三
年
の
稲
星
は
、
当
時

の
稀
有
な
出
来
事
が
良
く
も
悪
く
も
前
兆
と
見
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

一
方
で
、
狒
々
な
ど
の
新
規
な
怪
異
は
、
凶
兆
と
し
て
で
は
な
く
、
単
に
あ
や

し
い
出
来
事
と
し
て
三
面
記
事
的
な
性
格
を
持
っ
て
い
る
。
絵
入
年
代
記
の
挿
絵

に
な
っ
た
怪
異
は
、
香
川
雅
信
が
い
う
よ
う
に
、「
も
は
や
深
刻
な
不
安
や
恐
怖
を
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呼
び
起
こ
す
も
の
で
は
な
く
、
ま
さ
に
『
好
奇
』
の
対
象
」
と
な
り
、「『
怪
異
』

を
見
て
楽
し
む
も
の
」 （
54
）
の
面
も
表
し
て
い
る
。
日
本
史
を
知
る
入
口
で
あ
る
絵

入
年
代
記
に
お
い
て
、
怪
異
は
、
政
治
思
想
的
な
シ
ス
テ
ム
と
し
て
機
能
し
た
史

書
に
載
せ
る
べ
き
事
項
＝
史
実
で
あ
る
と
と
も
に
、
読
者
の
好
奇
心
を
引
く
た
め

の
娯
楽
的
な
仕
掛
け
に
も
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
絵
入
年
代
記
の
種
別
の
分
類
と
そ
れ
に
基
づ
く
怪
異
に
関
す
る
挿
絵
の

分
析
を
行
っ
た
。
苗
村
丈
伯
は
、
先
行
す
る
史
書
類
・
年
表
、
そ
し
て
『
源
平
盛

衰
記
』『
太
平
記
』
な
ど
の
文
芸
を
駆
使
し
て
、
挿
絵
入
り
の
歴
史
入
門
書
を
編
ん

だ
。
そ
の
内
容
は
、
現
在
の
視
点
か
ら
見
れ
ば
虚
実
混
淆
の
様
相
を
呈
し
て
い
る

が
、
何
が
実
で
何
が
虚
か
を
検
証
す
る
の
が
難
し
い
当
時
、
過
去
か
ら
共
有
さ
れ

て
き
た
知
識
と
し
て
の
歴
史
に
お
い
て
、
現
代
と
は
異
な
る
意
味
を
持
っ
て
い
た

怪
異 （
55
） 

は
、
年
代
記
に
書
き
留
め
る
べ
き
出
来
事
で
あ
っ
た
。

今
回
は
、
元
禄
五
年
版
『
新
補
倭
年
代
皇
紀
絵
章
』
の
系
譜
に
連
な
る
作
品
群

を
扱
っ
た
が
、
最
後
に
そ
れ
以
外
の
絵
入
年
代
記
を
二
つ
取
り
上
げ
た
い
。
一
つ

は
、
秋
里
籬
島
作
・
西
村
中
和
画
『
絵
本
年
代
記
（
本
朝
年
代
記
図
会
）』（
一
八
〇

二
刊
、
京
都
出
雲
寺
ほ
か
）
で
あ
る
。
天
神
七
代
か
ら
光
仁
天
皇
ま
で
し
か
刊
行

さ
れ
な
か
っ
た
が
、
半
丁
あ
る
い
は
一
丁
見
開
き
で
特
定
の
事
件
を
挿
絵
に
し
て

い
る （
56
）。
挿
絵
に
は
、
推
古
二
七
年
の
蒲
生
河
の
物
や
慶
雲
四
年
の
一
頭
三
面
の

鬼
な
ど
の
怪
異
も
含
ま
れ
、
多
く
の
名
所
図
会
を
手
が
け
て
き
た
籬
島 （
57
） 

が
、
そ

こ
で
培
っ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
年
代
記
に
応
用
し
た
も
の
が
『
絵
本
年
代
記
』
で

あ
る （
58
）。

も
う
一
つ
は
、
時
代
を
下
っ
て
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
か
ら
翌
年
に
刊
行
さ

れ
た
、
古
谷
知
新
編
『
日
本
歴
史
図
会
』（
国
民
図
書
）
第
一
～
十
二
輯
で
あ
る （
59
）。

古
谷
の
緒
言
に
よ
れ
ば
、「
平
易
で
通
俗
で
、
し
か
も
史
実
を
無
視
せ
ず
、
感
興
も

ま
た
浅
く
な
い
一
種
の
絵
入
史
譚
」
で
あ
る
江
戸
末
期
の
「
図
会
の
類
」
を
活
字

に
し
た
も
の
で
、
若
林
葛
満
の
文
章
と
西
村
中
和
・
柳
斎
重
春
の
挿
絵
を
用
い
て

い
る
。
体
裁
は
、『
絵
本
年
代
記
』
と
同
様
の
形
式
で
、
も
ち
ろ
ん
怪
異
も
多
く
挿

絵
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
絵
入
年
代
記
の
系
譜
は
、
近
代
に

な
っ
て
も
継
続
し
て
い
る
。

絵
入
年
代
記
の
挿
絵
に
な
っ
て
い
る
記
事
が
何
を
典
拠
に
し
て
い
る
の
か
を
検

証
し
、
ま
た
挿
絵
の
図
像
そ
の
も
の
に
つ
い
て
も
考
察
を
深
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注（
1
）	

木
場
貴
俊
「
可
視
化
す
る
日
本
史
」
石
上
阿
希
・
山
田
奨
治
編
『
文
化
・
情
報
の
結

節
点
と
し
て
の
図
像
』
晃
洋
書
房
、
二
〇
二
一
。

（
2
）	

鈴
木
俊
幸
「
日
用
と
教
養
―
「
年
代
記
」
考
」
鈴
木
健
一
編
『
浸
透
す
る
教
養
』
勉

誠
出
版
、
二
〇
一
三
。

（
3
）	

杉
本
和
寛
「『
新
補
倭
年
代
皇
紀
絵
章
』
と
そ
の
意
義
」『
東
京
藝
術
大
学
音
楽
学
部

紀
要
』
四
七
、
二
〇
二
二
。
な
お
、
杉
本
論
文
で
は
不
明
と
な
っ
て
い
る
『
新
補
倭
年

代
皇
紀
絵
章
』
に
つ
い
て
、
筆
者
が
調
査
、
あ
る
い
は
現
在
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開

さ
れ
て
い
る
も
の
に
関
し
て
、
情
報
を
追
記
し
て
お
き
た
い
。

　

●
元
禄
五
年
版
（
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
本
）

	

六
巻
六
冊
（
附
録
欠
）。
国
文
学
研
究
資
料
館
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
閲
覧
可
能
。
巻
六

だ
け
が
元
禄
五
年
版
で
、
他
は
延
享
三
年
版
以
降
の
も
の
。
そ
の
た
め
、
天
皇
崩
御
の

部
分
が
延
享
元
年
に
な
っ
て
い
る
。
表
紙
中
央
の
副
題
簽
は
な
し
。
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●
宝
暦
五
年
版

	

①
大
阪
公
立
大
学
中
百
舌
鳥
図
書
館
所
蔵
本
（
椿
亭
文
庫
）

	

七
巻
七
冊
。
巻
五
表
紙
・
裏
表
紙
は
『
復
讐
奇
談
稚
枝
鳩
』
巻
四
を
再
利
用
し
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
巻
七
最
終
丁
裏
に
手
書
き
で
「
寺
町
六
角
下
ル
／
三
舛
屋
卯
兵
衛
持
所

／
年
代
記　

七
冊
／
大
尾
／
寺
町
六
角
下
ル
／
三
舛
屋
本
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

	

②
大
洲
市
立
図
書
館
矢
野
玄
道
文
庫
所
蔵
本

	

六
巻
一
冊
（
巻
五
欠
）。
書
肆
不
明
。
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
閲
覧
可
能
。

　

●
明
和
二
年
版
（
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
本
）

	

七
巻
七
冊
。「
皇
都
書
林
」
の
み
で
、
書
肆
は
不
明
。
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
閲
覧
可
能
。

　

●
安
永
二
年
版
（
大
阪
公
立
大
学
中
百
舌
鳥
図
書
館
所
蔵
本
）

	

六
巻
六
冊
（
巻
一
欠
）。
書
肆
は
「
皇
都
書
林　

菊
屋
喜
兵
衛
板
」。

（
4
）	

同
右
杉
本
論
文
の
他
に
、
神
野
志
隆
光
「
そ
の
後
の
日
本
書
紀
―
「
年
代
記
」
の
展

開
」（『
京
都
語
文
』
二
四
、
二
〇
一
六
）
も
元
禄
五
年
本
に
言
及
し
て
い
る
。
今
回
は
、

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
本
を
用
い
る
。

（
5
）	

慶
応
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
編
『
江
戸
時
代
書
林
出
版
書
籍
目
録
集
成
』

一
、
井
上
書
房
、
一
九
六
二
。

（
6
）	

江
村
北
海
の
漢
学
入
門
書
『
授
業
編
』（
一
七
八
三
刊
）
巻
一
「
幼
学
」
で
は
、
子
ど

も
に
読
書
習
慣
を
つ
け
さ
せ
る
た
め
に
与
え
る
「
画
本
」
と
し
て
、『
訓
蒙
図
彙
』『
曽

我
物
語
』『
平
家
物
語
』「
絵
入
ノ
庭
訓
」「
絵
入
ノ
節
用
集
」
と
と
も
に
「
絵
入
ノ
年
代

記
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
本
に
よ
る
）。

（
7
）	

巻
七
も
、
新
た
に
刊
行
さ
れ
る
度
に
巻
末
の
記
事
が
追
刻
さ
れ
て
い
る
（
筆
跡
も
異

な
る
）。
本
稿
で
は
、
立
命
館
大
学
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
所
蔵
の
安
永
八
年
版

（
七
巻
七
冊
）
を
用
い
て
、
論
を
進
め
て
い
く
。

（
8
）	

『
宝
永
八
年
辛
卯
改
正　

年
代
記
新
絵
抄
』『
正
徳
三
年
癸
巳
改
正　

年
代
記
新
絵
抄
』

は
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
所
蔵
、『
享
保
二
年
丁
酉
改
正　

年
代
記
新
絵
抄
』
は

筑
波
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
（
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
て
閲
覧
）。
今
回
は
、
享
保
二
年

版
を
用
い
る
。
な
お
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
『
年
代
記
録
絵
抄
』（
特
二－

七
六
五
）

は
、
享
保
二
年
版
の
巻
五
で
あ
る
（
題
簽
の
文
字
が
擦
れ
て
い
る
た
め
の
誤
読
か
）。
奥

野
彦
六
『
日
本
歴
史
年
表
史
』（
雄
山
閣
出
版
、
一
九
七
二
）
に
は
、『
正
徳
六
年
丙
申

改
正　

年
代
記
新
絵
抄
』
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
9
）	

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
所
蔵
『
年
代
記
絵
抄
』
は
巻
一
し
か
伝
存
し
て
い
な

い
が
、
内
容
は
龍
谷
本
と
同
一
で
あ
る
。

（
10
）	

慶
應
義
塾
大
学
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、
お
よ
び
ド
イ
ツ
国
立
図
書
館
所
蔵
本
は
、

い
ず
れ
もGoogle Books

で
閲
覧
可
能
で
あ
る
（
今
回
は
慶
應
義
塾
大
学
本
を
用
い

る
）。
ま
た
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
本
は
、
最
後
の
数
丁
を
は
じ
め
多
く
の
落
丁
が
見

ら
れ
る
。

（
11
）	

佐
藤
貴
裕
所
蔵
の
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
刊
と
推
測
さ
れ
る
『
年
代
節
用
集
万
宝

大
成
』
に
は
、
正
徳
三
年
ま
で
の
「
本
朝
年
代
記
絵
抄
」
が
あ
る
。
山
田
忠
雄
編
『
開

版
節
用
集
分
類
目
録
』
に
は
、
同
書
は
享
保
十
五
年
（
一
七
三
〇
）
に
刊
行
と
あ
り
、
佐

藤
の
御
教
示
に
よ
れ
ば
、
正
徳
三
・
四
年
頃
に
初
版
、
享
保
十
五
年
に
再
版
し
た
の
で

は
な
い
か
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、『
倭
漢
節
用
無
双
嚢
』（
一
七
八
四
刊
）
附
録
「
本

朝
年
代
記
」
に
載
る
挿
絵
は
、
構
図
が
絵
入
年
代
記
に
近
い
（
佐
藤
貴
裕
「
付
録
研
究

へ
の
展
望
と
限
界
」『
近
世
節
用
集
史
の
研
究
』（
武
蔵
野
書
院
、
二
〇
一
九
）
を
参
照

の
こ
と
）。

（
12
）	

慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
に
活
字
版
が
刊
行
、
慶
長
十
六
年
（
一
六
一
一
）
版
の
後

に
整
版
で
重
版
さ
れ
て
い
く
（
柳
沢
昌
紀
「
小
瀬
甫
庵
に
と
っ
て
の
歴
史
」『
日
本
文
学
』

五
九－

一
〇
、
二
〇
一
〇
）。

（
13
）	

延
享
三
年
版
以
降
の
凡
例
に
は
、「
年
代
の
書
往
々
謬
少
か
ら
ず
、
于
茲
所
記
ハ
和
漢

合
運
の
図
を
主
と
し
、
先
書
の
差
異
を
訂
す
に
、
三
大
本
紀
・
格
式
・
実
録
・
震

（
宸
か
）記

百

家
の
名
記
お
よ
び
軍
談
雑
記
、
ち
か
く
ハ
編
年
小
史
・
将
軍
家
譜
・
王
代
一
覧
等
之
小

説
に
い
た
る
迄
筌
証
と
な
す
べ
き
も
の
、
更
に
抜
萃
を
な
し
て
大
に
是
を
増
補
も
の
也
」

と
、
元
禄
五
年
版
を
踏
襲
し
て
い
る
。

（
14
）	

今
回
は
、
ａ 『
重
撰
倭
漢
皇
統
編
年
合
運
図
』（
一
六
一
一
年
ま
で
記
事
印
刷
、
京
都

大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
）、
ｂ 『
倭
漢
皇
統
編
年
合
運
図
』（
一
六
八
五
刊
か
、
東
北
大
学

附
属
図
書
館
所
蔵
）、
ｃ 『
指
掌
倭
漢
皇
統
編
年
合
運
圖
』（
一
七
一
二
刊
、
弘
前
市
立
弘

前
図
書
館
所
蔵
）、
ｄ 『
天
明
改
正
新
増
倭
漢
合
運
指
掌
圖
（
指
掌
倭
漢
皇
統
編
年
合
運

圖
）』（
一
七
八
七
刊
、
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
）
を
併
用
し
た
（
い
ず
れ
も
国
書

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
て
閲
覧
）。
相
互
で
異
同
が
あ
る
場
合
な
ど
で
、
ど
の
刊
本
か
を
ア
ル
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フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
記
す
。

（
15
）	

早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
本
に
よ
る
（
早
稲
田
大
学
図
書
館
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
に
て
閲
覧
）。

（
16
）	
京
都
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
本
に
よ
る
（
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
て
閲
覧
）。

（
17
）	
東
ア
ジ
ア
恠
異
学
会
編
『
怪
異
学
の
可
能
性
』
角
川
書
店
、
二
〇
〇
九
。

（
18
）	

鳴
動
は
、
西
山
克
「
中
世
王
権
と
鳴
動
」
今
谷
明
編
『
王
権
と
神
祇
』
思
文
閣
出
版
、

二
〇
〇
二
を
参
照
の
こ
と
。

（
19
）	

『
石
清
水
八
幡
宮
史
』
史
料
第
四
輯
、
石
清
水
八
幡
宮
社
務
所
、
一
九
三
四
収
録
の

「
怪
異
編
」
を
参
照
の
こ
と
。

（
20
）	

多
田
廟
は
、
西
山
克
「
物
言
う
墓
」
東
ア
ジ
ア
恠
異
学
会
編
『
怪
異
学
の
技
法
』
臨

川
書
店
、
二
〇
〇
三
を
参
照
の
こ
と
。

（
21
）	

文
明
二
年
（
一
四
七
〇
）
十
二
月
六
日
「
内
侍
所
鳴
動
す
」（『
和
漢
合
運
図
』「
十
二ノ

六ニ
内
侍
所
鳴
動
、
同
廿
七ニ
帝
崩ス
」、『
本
朝
年
代
紀
』「
内
侍
所　

同
鳴
動　

後
土
御
門
院

文
明
二
年
十
二
月
六
日
鳴
動
、
同
廿
七
日
帝
崩
御
」）。

（
22
）	

挿
絵
が
な
い
永
禄
十
年
（
一
五
六
七
）
十
月
二
四
日
「
す
み
よ
し
の
社
鳴
動
す
」
は
、

『
和
漢
合
運
図
』「
八ノ
廿
四ニ
住
吉ノ
社
鳴
動
」
と
対
応
し
て
い
る
。

（
23
）	

将
軍
塚
鳴
動
は
、
前
掲
注
（
18
）
西
山
「
中
世
王
権
と
鳴
動
」、
山
田
雄
司
「
平
家
物

語
・
保
元
物
語
・
平
治
物
語
の
「
怪
異
」」『
怨
霊
・
怪
異
・
伊
勢
神
宮
』
思
文
閣
出
版
、

二
〇
一
四
を
参
照
の
こ
と
。

（
24
）	

大
織
冠
像
破
裂
に
関
す
る
説
明
は
、
黒
田
智
『
藤
原
鎌
足
、
時
空
を
か
け
る
』
吉
川

弘
文
館
、
二
〇
一
一
に
よ
る
。

（
25
）	

室
町
時
代
の
大
織
冠
像
破
裂
は
、
高
谷
知
佳
「
室
町
期
の
大
織
冠
像
破
裂
」『
中
世
の

法
秩
序
と
都
市
社
会
』
塙
書
房
、
二
〇
一
六
を
参
照
の
こ
と
。

（
26
）	

『
本
朝
年
代
紀
』
に
は
「
大
織
冠
像
破
」
が
起
き
た
年
と
し
て
、
嘉
吉
元
年
（
一
四
四

一
）、
明
応
七
年
、
慶
長
十
三
年
が
載
る
。

（
27
）	

神
木
枯
槁
は
、
山
田
雄
司
「
社
寺
と
怪
異
」
東
ア
ジ
ア
恠
異
学
会
編
『
怪
異
学
講
義
』

勉
誠
出
版
、
二
〇
二
一
を
参
照
の
こ
と
。

（
28
）	

『
本
朝
年
代
紀
』
に
は
、
文
暦
元
年
七
月
、
応
永
十
二
年
五
月
二
二
日
、
永
正
三
年
七

月
十
五
日
、
天
和
二
年
六
月
上
旬
の
「
神
木
枯
」
が
立
項
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「（
春

日
社
）
山
鳴
動　

亀
山
院
文
永
元
年
七
月
廿
九
日
」
も
立
項
さ
れ
て
い
る
。

（
29
）	

②
「
乙
酉
十
二
年
五
月
廿
二
日
春
日
神
木
六
千
余
か
れ
た
り
」（
挿
絵
「
か
す
か
の
神

木
五
（
マ
マ
）千
余
本
か
れ
た
り
」）、
③
「
五
月
廿
二
日
春
日
の
神
木
六
千
本
か
る
ゝ
」（
挿
絵

「
か
す
が
の
神
木
六
千
余
本
か
れ
た
り
」）

（
30
）	

怨
霊
に
つ
い
て
は
、
山
田
雄
司
『
跋
扈
す
る
怨
霊
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
な
ど

を
参
照
の
こ
と
。

（
31
）	

『
国
史
大
系
』
二
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
六
。

（
32
）	

国
立
公
文
書
館
所
蔵
本
に
よ
る
。

（
33
）	

注 

（
30
） 

山
田
前
掲
書
、
山
田
雄
司
「
源
頼
朝
の
怨
霊
観
」
前
掲
注
（
23
）『
怨
霊
・

怪
異
・
伊
勢
神
宮
』
所
収
。

（
34
）	

以
下
、
島
村
豊
「「
島
村
蟹
」
の
伝
承
に
つ
い
て
の
考
察
」『
岡
山
県
立
記
録
資
料
館

紀
要
』
十
、
二
〇
一
五
に
よ
る
。

（
35
）	

早
鑑
「
白
気
」
の
う
ち
、
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
正
月
の
白
気
に
つ
い
て
は
、
挿

絵
は
な
い
。

（
36
）	

早
鑑
「
光
物
」
の
う
ち
、
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
三
月
三
日
夜
の
光
物
に
つ
い
て

は
、
挿
絵
は
な
い
。

（
37
）	

稲
星
に
つ
い
て
は
、
杉
岳
志
「
書
籍
と
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
」『
一
橋
論
叢
』
一
三
四
―

四
、
二
〇
〇
五
を
参
照
の
こ
と
。

（
38
）	

例
え
ば
、
文
明
八
年
（
一
四
七
六
）
正
月
二
七
日
条
に
春
日
社
で
起
き
た
「
恠
異
」
の

一
つ
に
「
蛙
合
戦
」
が
あ
り
（『
史
料
纂
集　

親
長
卿
記
』
二
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、

二
〇
〇
二
）、
ま
た
『
徳
川
実
紀　

東
照
宮
御
実
紀
附
録
』
巻
十
四
に
は
、
大
坂
冬
の
陣

直
前
の
慶
長
十
九
年
（
一
六
一
四
）
十
一
月
五
日
甲
山
の
辺
で
「
蛙
軍
」
が
起
き
、「
奇

異
の
事
」
だ
と
し
て
い
る
（『
国
史
大
系
』
三
八
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
四
）。

（
39
）	

『
国
史
大
系
』
十
五
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
六
。

（
40
）	

香
川
雅
信
「
驚
異
と
怪
異
」『
特
別
展　

驚
異
と
怪
異
―
モ
ン
ス
タ
ー
た
ち
は
告
げ

る
―
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
、
二
〇
二
〇
。

（
41
）	

雷
の
挿
絵
で
は
、
必
ず
鬼
形
の
雷
が
描
か
れ
て
い
る
。

（
42
）	
こ
の
事
件
に
つ
い
て
は
、
榎
村
寛
之
「
平
安
宮
の
鬼
と
宮
廷
祭
祀
」
前
掲
注
（
20
）

『
怪
異
学
の
技
法
』
を
参
照
の
こ
と
。
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（
43
）	

『
和
漢
合
運
図
』
で
は
、
ａ
に
記
事
は
な
く
、
ｂ
は
承
保
二
年
（
一
六
七
〇
）、
ｃ
は

承
暦
元
年
に
記
さ
れ
て
い
る
。
表
記
は
「
藍
娑
（
鬼
）」
で
あ
る
。

（
44
）	

『
源
平
盛
衰
記
』
二
、
三
弥
井
書
店
、
一
九
九
三
に
よ
る
。

（
45
）	

国
立
公
文
書
館
所
蔵
本
に
よ
る
。

（
46
）	
沢
井
耐
三
「
謡
曲
『
樒
天
狗
』
―
も
う
一
人
の
六
条
御
息
所
」『
室
町
物
語
研
究
』
三

弥
井
書
店
、
二
〇
一
二
。

（
47
）	

な
お
、
吉
川
観
方
『
絵
画
に
見
え
た
る
妖
怪　

続
』（
美
術
図
書
出
版
部
、
一
九
二
六
）

に
は
、
こ
の
記
事
に
つ
い
て
「
倭
年
代
皇
紀
繪
抄
に
見
え
」
る
と
し
て
い
る
。

（
48
）	

谷
川
士
清
『
和
訓
栞
』
中
編
（
一
八
六
二
刊
）
の
「
狒
々
」
に
「
和
漢
合
運
ノ
図
に

見
ゆ
」
と
あ
り
（
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
本
、
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
て
閲
覧
）、
柳

田
国
男
『
妖
怪
談
義
』「
狒
々
」
の
中
で
『
和
訓
栞
』
に
触
れ
て
い
る
（『
新
訂  

妖
怪
談

義
』
角
川
学
芸
出
版
、
二
〇
一
三
）。

（
49
）	

『
御
当
代
記
』
平
凡
社
、
一
九
九
八
（
綱
川
歩
美
の
御
教
示
に
よ
る
）。

（
50
）	

『
月
堂
見
聞
集
』
に
鯨
の
見
世
物
の
記
事
が
あ
る
（『
続
日
本
随
筆
大
成
』
別
巻
四
、
吉

川
弘
文
館
、
一
九
八
二
）。
ま
た
、
見
世
物
興
行
年
表　

http://blog.livedoor.jp/
m

isem
ono/archives/cat_50048479.htm

l　

を
参
照
の
こ
と
。

（
51
）	

前
掲
注 （
39
） 『
国
史
大
系
』
十
五
。

（
52
）	

『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
四
、
小
学
館
、
一
九
九
八
。

（
53
）	

梅
田
千
尋
「
宝
暦
改
暦
前
後
の
土
御
門
家
」
朝
幕
研
究
会
編
『
論
集
近
世
の
天
皇
と

朝
廷
』
岩
田
書
院
、
二
〇
一
九
。

（
54
）	

注 （
40
） 

香
川
前
掲
論
文
。

（
55
）	

木
場
貴
俊
『
怪
異
を
つ
く
る
』
文
学
通
信
、
二
〇
二
〇
。

（
56
）	

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
風
俗
図
会
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
・
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
な

ど
で
閲
覧
可
。
秋
里
籬
島
に
つ
い
て
は
、
藤
川
玲
満
『
秋
里
籬
島
と
近
世
中
後
期
の
上

方
出
版
界
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
四
、
同
「
秋
里
籬
島
作
「
図
会
も
の
」
読
本
考
」『
近

世
文
藝
』
一
〇
九
、
二
〇
一
九
を
参
照
の
こ
と
。

（
57
）	

籬
島
の
名
所
図
会
に
は
、
霊
瑞
や
物
語
・
軍
記
類
に
載
る
話
だ
け
で
な
く
巷
間
の
怪

談
・
奇
談
も
多
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
木
越
俊
介
『
知
と
奇
で
め
ぐ
る
近
世
地
誌
』
平

凡
社
、
二
〇
二
三
）。

（
58
）	

注 （
56
） 

藤
川
前
掲
論
文
で
、
籬
島
は
『
絵
本
年
代
記
』
に
自
作
の
名
所
図
会
の
記
事

を
利
用
し
、「
そ
れ
ま
で
地
域
単
位
の
名
所
図
会
類
を
中
心
に
文
化
史
の
観
点
か
ら
纏
め

て
き
た
と
こ
ろ
に
つ
い
て
通
史
的
な
捉
え
返
し
を
試
み
」
た
も
の
と
評
価
し
て
い
る
。

（
59
）	

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
（
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
閲
覧
）。

※
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
最
終
閲
覧
日
は
、
全
て
二
〇
二
三
年
六
月
一
日

で
あ
る
。

※
本
稿
は
、
京
都
先
端
科
学
大
学
学
内
研
究
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。


